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(57)【要約】
　この出願は、通信方法、端末デバイス、及びネットワ
ークデバイスを提供する。その方法は、ネットワークデ
バイスが送る第1の指示情報を端末デバイスによって受
信するステップであって、第1の指示情報は、端末デバ
イスの参照信号を受信するのに使用される第1の時間周
波数リソースを示す、ステップと、ネットワークデバイ
スが送る第2の指示情報を端末デバイスによって受信す
るステップであって、第2の指示情報は、第2の時間周波
数リソースを示す、ステップと、端末デバイスによって
、第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソー
スが第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを
決定するステップと、を含み、第3の時間周波数リソー
スは、第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リ
ソースの双方に含まれる時間周波数リソース、第2の時
間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、第2
の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定さ
れた第1の間隔よりも小さい時間周波数リソース、又は
、第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間
周波数リソース、であり、端末デバイスが、さらに、第
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信方法であって、
　ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を端末デバイスによって受信するステップ
であって、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を受信するのに使用され
る第1の時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を前記端末デバイスによって受信する
ステップであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す、ステップと
、
　前記端末デバイスによって、前記第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソー
スが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するステップと、を含み
、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　方法。
【請求項２】
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請求
項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出
を省略するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3
の指示情報を送るステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無
効であるということを示す、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出を省略するステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステップであって、前
記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステップ、
をさらに含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記参照信号は、前記端末デバイスが前記チャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの前記比率が、前
記第1のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって
、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送るステップであって、前記チャ
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ネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数
リソース以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送る
ステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソー
スの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される、
ステップ、をさらに含む、請求項1乃至3のうちのいずれか1項に記載の方法。
【請求項５】
　前記チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数
領域リソースは、システム帯域幅以下である、請求項3又は4に記載の方法。
【請求項６】
　前記参照信号は、前記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに
、前記端末デバイスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用するこ
となく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情
報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記少なく
とも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、及び/又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって、少なく
とも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の時間周波
数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するステップ、をさらに含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項７】
　前記参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、前記参照信号は、第1の復調
参照信号及び第2の復調参照信号を含み、
　前記第1の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され
る基本復調参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロッ
クを復調するのに使用される追加的な復調参照信号である、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記参照信号は、前記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
用され、前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の
復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調
参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るのに使用される追加的な復調参照信号であり、前記第1の復調参照信号は、前記第1の時
間周波数リソースの第1の部分を占有し、前記第2の復調参照信号は、前記第1の時間周波
数リソースの第2の部分を占有し、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略する、ステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第1の部分の中の前記第1の交差部分セット以外
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の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第2の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略する、ステップ、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記第2の復調参照信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情
報ブロックを復調するステップ、及び/又は、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第2の部分の中の前記第2の交差部分セット以外
の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、をさらに含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項９】
　通信方法であって、
　ネットワークデバイスによって、端末デバイスに第1の指示情報を送るステップであっ
て、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の
時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスによって、前記端末デバイスに第2の指示情報を送るステッ
プであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、前記第2の指示情
報は、さらに、第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれている
か否かを決定するのに使用され、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　方法。
【請求項１０】
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請求
項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデ
バイスによって受信するステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情
報が無効であるということを示す、ステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状
態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであっ
て、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステ
ップ、をさらに含む、請求項9又は10に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記参照信号は、前記端末デバイスが前記チャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの前記比率が、前
記第1のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスが送る前
記チャネル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであって、前
記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間
周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受
信するステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数
リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得さ
れる、ステップ、をさらに含む、請求項9乃至11のうちのいずれか1項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記チャネル状態情報は、前記第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周
波数領域リソースは、システム帯域幅以下である、請求項11又は12に記載の方法。
【請求項１４】
　端末デバイスであって、
　ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を受信するように構成される受信ユニット
であって、前記第1の指示情報は、当該端末デバイスの参照信号を受信するのに使用され
る第1の時間周波数リソースを示し、
　前記受信ユニットは、さらに、前記ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を受信
するように構成され、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す、受信ユニ
ットと、
　前記受信ユニットが受信する前記第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソー
スが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するように構成される決
定ユニットと、を含み、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　端末デバイス。
【請求項１５】
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請求
項14に記載の端末デバイス。
【請求項１６】
　前記参照信号は、当該端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該端末デバイスは、
　第1の送出ユニットをさらに含み、前記第1の送出ユニットは、前記第3の時間周波数リ
ソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、前記ネットワークデバイ
スへの前記チャネル状態情報の送出を省略するように構成されるか、
　前記第1の送出ユニットは、さらに、前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周
波数リソースに含まれているときに、当該端末デバイスによって、前記ネットワークデバ
イスに前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るように構成され、前記第3の指示情
報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示し、
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　前記第1の送出ユニットは、さらに、前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の
時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、前
記ネットワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出を省略するように構成されるか
、又は、
　前記第1の送出ユニットは、さらに、前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の
時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、前
記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るように構成さ
れ、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、請求
項14又は15に記載の端末デバイス。
【請求項１７】
　前記参照信号は、当該端末デバイスが前記チャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該端末デバイスは、
　第2の送出ユニットをさらに含み、前記第2の送出ユニットは、前記第1の時間周波数リ
ソースに対する前記第3の時間周波数リソースの前記比率が、前記第1のしきい値に達して
いないか又は超えていないときに、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を
送るように構成され、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソ
ースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得され、
又は、
　前記第2の送出ユニットは、さらに、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情
報を送るように構成され、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数
リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得さ
れる、請求項14乃至16のうちのいずれか1項に記載の端末デバイス。
【請求項１８】
　前記チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数
領域リソースは、システム帯域幅以下である、請求項16又は17に記載の端末デバイス。
【請求項１９】
　前記参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
用され、
　当該端末デバイスは、
　第1の復調ユニットをさらに含み、前記第1の復調ユニットは、前記第3の時間周波数リ
ソースが、前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、前記第3の時間周波数リ
ソースにおける信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調する
か、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ように構成されるか、
　前記第1の復調ユニットは、さらに、前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の
時間周波数リソースの前記比率が、第2のしきい値に達しているか又は超えているときに
、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するように構成されるか、及び/又は、
　前記第1の復調ユニットは、さらに、前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の
時間周波数リソースの前記比率が、前記第2のしきい値に達していないか又は超えていな
いときに、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソー
ス以外の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくと
も1つの情報ブロックを復調するように構成される、請求項14又は15に記載の端末デバイ
ス。
【請求項２０】
　前記参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、
　前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の復調参
照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信
号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに
使用される追加的な復調参照信号である、請求項19に記載の端末デバイス。
【請求項２１】
　前記参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
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用され、前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の
復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調
参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るのに使用される追加的な復調参照信号であり、前記第1の復調参照信号は、前記第1の時
間周波数リソースの第1の部分を占有し、前記第2の復調参照信号は、前記第1の時間周波
数リソースの第2の部分を占有し、
　当該端末デバイスは、
　第2の復調ユニットをさらに含み、前記第2の復調ユニットは、前記第3の時間周波数リ
ソースが、前記第1の部分に含まれているときに、前記第3の時間周波数リソースにおける
信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記
少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ように構成されるか、
　前記第2の復調ユニットは、さらに、前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソ
ースと前記第1の部分との間の第1の交差部分セットの比率が、第3のしきい値に達してい
るか又は超えているときに、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するように
構成されるか、
　前記第2の復調ユニットは、さらに、前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソ
ースと前記第1の部分との間の第1の交差部分セットの比率が、第3のしきい値に達してい
ないか又は超えていないときに、少なくとも、前記第1の部分の中の前記第1の交差部分セ
ット以外の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なく
とも1つの情報ブロックを復調するように構成されるか、
　前記第2の復調ユニットは、さらに、前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソ
ースと前記第2の部分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に達してい
るか又は超えているときに、前記第2の復調参照信号を使用することなく、前記少なくと
も1つの情報ブロックを復調するように構成されるか、
　前記第2の復調ユニットは、さらに、前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソ
ースと前記第2の部分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に達してい
ないか又は超えていないときに、少なくとも、前記第2の部分の中の前記第2の交差部分セ
ット以外の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なく
とも1つの情報ブロックを復調するように構成されるか、及び/又は、
　前記第2の復調ユニットは、さらに、前記第3の時間周波数リソースが、前記第2の部分
に含まれているときに、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく
、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロ
ックの復調を省略する、ように構成される、請求項14又は15に記載の端末デバイス。
【請求項２２】
　ネットワークデバイスであって、
　端末デバイスに第1の指示情報を送るように構成される送出ユニットを含み、前記第1の
指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リ
ソースを示し、そして、
　前記送出ユニットは、さらに、前記端末デバイスに第2の指示情報を送るように構成さ
れ、前記第1の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、前記第2の指示情報は、さ
らに、第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを
決定するのに使用され、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　ネットワークデバイス。
【請求項２３】
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　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請求
項22に記載のネットワークデバイス。
【請求項２４】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第1の受信ユニットをさらに含み、前記第1の受信ユニットは、前記第3の時間周波数リ
ソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、前記端末デバイスが送る
前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を受信するように構成され、前記第3の指示情報
は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示すか、又は、
　前記第1の受信ユニットは、さらに、前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の
時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、前
記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を受信するように構成さ
れ、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、請求
項22又は23に記載のネットワークデバイス。
【請求項２５】
　前記参照信号は、前記端末デバイスが前記チャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第2の受信ユニットをさらに含み、前記第2の受信ユニットは、前記第1の時間周波数リ
ソースに対する前記第3の時間周波数リソースの前記比率が、前記第1のしきい値に達して
いないか又は超えていないときに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を受信
するように構成され、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソ
ースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される
か、又は、
　前記第2の受信ユニットは、さらに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を
受信するように構成され、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数
リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得さ
れる、請求項22乃至24のうちのいずれか1項に記載のネットワークデバイス。
【請求項２６】
　前記チャネル状態情報は、前記第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周
波数領域リソースは、システム帯域幅以下である、請求項24乃至25に記載のネットワーク
デバイス。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[関連出願への相互参照]
　この出願は、2017年6月15日付で中国専利局に出願された"通信方法、端末デバイス、及
びネットワークデバイス"と題する中国特許出願番号第201710454129.3号に基づく優先権
を主張し、その内容は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　[技術分野]
　この出願は、通信分野に関し、より具体的には、通信方法、端末デバイス、及びネット
ワークデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
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　参照信号(Reference　Signal,　RS)は、また、"パイロット信号"と称される。ロングタ
ームエボリューション(Long　Term　Evolution,　LTE)システムにおいては、端末デバイ
スは、参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソースにおいて参照信号を受信し
た後に、その参照信号を直接的に使用して、チャネル推定、チャネル検出、又はデータ復
調等の目的を達成する。
【０００４】
　しかしながら、5G通信システムにおいては、複数の異なるタイプのサービスが存在し、
それらの複数の異なるタイプのサービスが必要とする送信要件は異なる。それらの複数の
異なるタイプのサービスの送信要件を満足するために、干渉又はリソースの先取り(preem
ption)の状況が存在する場合がある。例えば、ネットワークデバイスが、拡張モバイルブ
ロードバンド(enhanced　mobile　broadband,　eMBB)サービスのデータを送信するプロセ
スの際に、超高信頼性及び低遅延通信(ultra　reliable　and　low　latency　communica
tions,　URLLC)サービスのデータを送信する必要がある。URLLCサービスを送信するのに
必要となるより短い送信待ち時間を満足するために、ネットワークデバイスは、eMBBサー
ビスのデータを送信するために割り当てられているとともに使用される時間周波数リソー
スにおいて、URLLCサービスのデータを送信してもよい。この場合には、URLLCサービスの
データは、eMBBサービスを送信する端末に参照信号を送信するためにもともと使用されて
いる時間周波数リソースを占有する可能性が極めて高い。
【０００５】
　したがって、端末デバイスが、参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
において信号を受信した後に、チャネル推定、チャネル検出、又はデータ復調のために、
その受信した信号を直接的に使用する場合には、そのチャネル推定、チャネル検出、又は
データ復調の信頼性を減少させる。
【発明の概要】
【０００６】
　この出願は、通信方法、端末デバイス、及びネットワークデバイスを提供し、端末デバ
イスが実行するチャネル推定、チャネル検出、又はデータ復調の信頼性を改善するのに有
利である。
【０００７】
　第1の態様によれば、通信方法であって、
　ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を端末デバイスによって受信するステップ
であって、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を受信するのに使用され
る第1の時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を前記端末デバイスによって受信する
ステップであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す、ステップと
、
　前記端末デバイスによって、前記第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソー
スが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するステップと、を含み
、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、通
信方法が提供される。
【０００８】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
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ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【０００９】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記第2の指示情報は
、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではないということを
示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている。
【００１０】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出
を省略するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3
の指示情報を送るステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無
効であるということを示す、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出を省略するステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステップであって、前
記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステップ、
をさらに含む。
【００１１】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスが前記チャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって、前記ネ
ットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送るステップであって、前記チャネル状態
情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース
以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送る
ステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソー
スの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される、
ステップ、をさらに含む。
【００１２】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記チャネル状態情
報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数領域リソースは、シス
テム帯域幅以下である。
【００１３】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
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記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の時間周波数リソースの中に含まれていると
きに、前記端末デバイスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用す
ることなく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つ
の情報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記少なく
とも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、及び/又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって、少なく
とも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の時間周波
数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するステップ、をさらに含む。
【００１４】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、第1
の復調参照信号のみを含むか、又は、前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調
参照信号を含み、
　前記第1の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され
る基本復調参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロッ
クを復調するのに使用される追加的な復調参照信号である。
【００１５】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され、前記参照信号
は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の復調参照信号は、前記
少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、前記
第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加
的な復調参照信号であり、前記第1の復調参照信号は、前記第1の時間周波数リソースの第
1の部分を占有し、前記第2の復調参照信号は、前記第1の時間周波数リソースの第2の部分
を占有し、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略する、ステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第1の部分の中の前記第1の交差部分セット以外
の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第2の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略する、ステップ、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記第2の復調参照信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情
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報ブロックを復調するステップ、及び/又は、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第2の部分の中の前記第2の交差部分セット以外
の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、をさらに含む。
【００１６】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、位
相誤差を計算するのに使用され、当該方法は、
　前記端末デバイスによって、前記参照信号を使用することなく前記位相誤差を計算する
ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第5の
しきい値を超えているときに、前記端末デバイスによって、前記参照信号を使用すること
なく前記位相誤差を計算するステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第5の
しきい値を超えていないか又は達していないときに、前記端末デバイスによって、前記参
照信号を使用することによって前記位相誤差を計算するステップ、をさらに含む。
【００１７】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、第1のしきい値、第2
のしきい値、第3のしきい値、第4のしきい値、及び第5のしきい値のうちの少なくとも1つ
のしきい値は、通信規格、プロトコル、又は仕様によってあらかじめ定義されていてもよ
く、或いは、ネットワークデバイスによって、シグナリングにより端末デバイスのために
構成されていてもよい。ネットワークデバイスが、シグナリングにより端末デバイスのた
めの構成を実行するときに、ネットワークデバイスは、物理層制御シグナリング、MAC層
シグナリング、又は、RRC層シグナリングにより、端末デバイスのための構成を実行して
もよい。
【００１８】
　第2の態様によれば、通信方法であって、
　ネットワークデバイスによって、端末デバイスに第1の指示情報を送るステップであっ
て、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の
時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスによって、前記端末デバイスに第2の指示情報を送るステッ
プであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、前記第2の指示情
報は、さらに、第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれている
か否かを決定するのに使用され、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、通
信方法が提供される。
【００１９】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を送信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
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ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【００２０】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている。
【００２１】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデ
バイスによって受信するステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情
報が無効であるということを示す、ステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状
態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであっ
て、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステ
ップ、をさらに含む。
【００２２】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスが送る前記チャネ
ル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであって、前記チャネ
ル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リ
ソース以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受
信するステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数
リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得さ
れる、ステップ、をさらに含む。
【００２３】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、前記チャネル状態情
報は、前記第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数領域リソースは、
システム帯域幅以下である。
【００２４】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、第1のしきい値は、通
信規格、プロトコル、又は仕様によってあらかじめ定義されていてもよく、或いは、ネッ
トワークデバイスによって、シグナリングにより端末デバイスのために構成されていても
よい。ネットワークデバイスが、シグナリングにより端末デバイスのための構成を実行す
るときに、ネットワークデバイスは、物理層制御シグナリング、MAC層シグナリング、又
は、RRC層シグナリングにより、端末デバイスのための構成を実行してもよい。
【００２５】
　第3の態様によれば、第1の態様を実行するための複数のモジュールを含む端末デバイス
が提供される。
【００２６】
　第4の態様によれば、第2の態様を実行するための複数のモジュールを含むネットワーク
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デバイスが提供される。
【００２７】
　第5の態様によれば、トランシーバー、プロセッサ、及びメモリを含む端末デバイスが
提供される。プロセッサは、信号を送信し及び受信するようにトランシーバーを制御する
ように構成され、メモリは、コンピュータプログラムを格納するように構成され、プロセ
ッサは、メモリからコンピュータプログラムを呼び出し、そして、コンピュータプログラ
ムを実行する、ように構成されて、端末デバイスが第1の態様にしたがった方法を実行す
ることを可能にする。
【００２８】
　第6の態様によれば、トランシーバー、プロセッサ、及びメモリを含むネットワークデ
バイスが提供される。プロセッサは、信号を送信し及び受信するようにトランシーバーを
制御するように構成され、メモリは、コンピュータプログラムを格納するように構成され
、プロセッサは、メモリからコンピュータプログラムを呼び出し、そして、コンピュータ
プログラムを実行する、ように構成されて、ネットワークデバイスが第2の態様にしたが
った方法を実行することを可能にする。
【００２９】
　第7の態様によれば、コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラム製
品が提供され、そのコンピュータプログラムコードは、実行されると、上記の複数の態様
にしたがった方法を実行するのに使用される。
【００３０】
　第8の態様によれば、プログラムコードを格納するコンピュータ読み取り可能な媒体が
提供され、そのプログラムコードは、上記の複数の態様にしたがった方法を実行するのに
使用される命令を含む。
【００３１】
　第9の態様によれば、プロセッサ及びメモリを含むチップが提供され、プロセッサは、
上記の複数の態様にしたがった方法を実行するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】この出願のある1つの実施形態が適用される無線通信システム100を示す。
【図２】URLLCサービスのデータが、eMBBサービスのデータを送信するのに使用される時
間周波数リソースを先取りする場合の概略的な図である。
【図３】この出願のある1つの実施形態にしたがった通信方法の概略的なフローチャート
である。
【図４】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図５】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図６】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図７】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図８】この出願のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図
である。
【図９】この出願の他の実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図である
。
【図１０】この出願のある1つの実施形態にしたがった通信ネットワークデバイスの概略
的な構成図である。
【図１１】この出願の他の実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なブロッ
ク図である。
【発明を実施するための形態】



(15) JP 2020-523893 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

【００３３】
　以下の記載は、複数の添付の図面を参照して、この出願の複数の技術的解決方法を説明
する。
【００３４】
　図1は、この出願のある1つの実施形態が適用される無線通信システム100を示している
。無線通信システム100は、ネットワークデバイス110を含んでもよい。ネットワークデバ
イス110は、端末デバイスとの間で通信するデバイスであってもよい。ネットワークデバ
イス110は、ある特定の地理的区域のための通信カバレッジを提供してもよく、そのカバ
レッジ区域の中に位置している端末デバイス120と通信することが可能である。
【００３５】
　図1は、ある1つの例として、1つのネットワークデバイス及び2つの端末を示している。
選択的に、無線通信システム100は、複数のネットワークデバイスを含んでもよく、各々
のネットワークデバイスのカバレッジエリアの中に、他の数の端末が含まれていてもよい
。このことは、この出願のこの実施形態においては限定されない。
【００３６】
　選択的に、無線通信システム100は、ネットワークコントローラ及びモビリティ管理エ
ンティティ等の他のネットワークエンティティをさらに含んでもよい。このことは、この
出願の複数の実施形態においては限定されない。
【００３７】
　この出願のそれらの複数の技術的解決方法は、汎欧州ディジタル移動体通信システム(G
lobal　System　of　Mobile　communication　system)、符号分割多元接続(Code　Divisi
on　Multiple　Access,　CDMA)システム、広帯域符号分割多元接続(Wideband　Code　Div
ision　Multiple　Access,　WCDMA)システム、汎用パケット無線サービス(General　Pack
et　Radio　Service,　GPRS)、ロングタームエボリューション(Long　Term　Evolution,
　LTE)システム、ロングタームエボリューションアドバンスト(Advanced　long　term　e
volution,　LTE-A)システム、ユニバーサル移動体通信システム(Universal　Mobile　Tel
ecommunication　System,　UMTS)、新たな無線(New　Radio　Access　Technology,　NR)
、及び、5Gシステム等のさまざまな通信システムに適用されてもよいということを理解す
べきである。
【００３８】
　さらに、この出願の複数の実施形態において、端末デバイスは、これらには限定されな
いが、移動局(Mobile　Station,　MS)、移動端末(Mobile　Terminal)、移動電話(Mobile
　Telephone)、ユーザ機器(User　Equipment,　UE)、ハンドセット(handset)、及び携帯
用機器(portable　equipment)等を含んでもよいということを理解すべきである。端末デ
バイスは、無線アクセスネットワーク(Radio　Access　Network,　RAN)を使用することに
よって、1つ又は複数のコアネットワークと通信することが可能である。例えば、端末デ
バイスは、移動電話であってもよく(又は、"セルラー"電話と称されてもよい)、又は、無
線通信機能を有するコンピュータであってもよく、ユーザ機器は、さらに、携帯型装置、
ポケットサイズの装置、ハンドヘルド装置、コンピュータ内蔵型の装置、又は、車載型の
移動装置であってもよい。
【００３９】
　この出願の複数の実施形態において、ネットワークデバイスは、基地局、送信及び受信
点(Transmit　and　Receive　Point,　TRP)、又はアクセスポイント等のネットワークデ
バイスであってもよく、基地局は、GSM又はCDMAの基地局装置(Base　Transceiver　Stati
on,　BTS)、WCDMAのNodeB(NodeB)、LTEの進化型NodeB(evolved　NodeB,　eNB、又は、e-N
odeB)、又はNR又は5Gの基地局(gNB)であってもよい。このことは、この出願のそれらの複
数の実施形態においては特には限定されない。
【００４０】
　理解を容易にするために、図1に示されている通信システムを参照して、この出願のそ
れらの複数の実施形態における通信方法が適用可能である通信シナリオを簡潔に説明する
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。以下の複数のシナリオは、この出願のそれらの複数の実施形態の通信方法の有益な理解
のために列記されている特定のシナリオであるにすぎないということを理解すべきであり
、この出願のそれらの複数の実施形態の通信方法が適用可能である通信シナリオは、この
出願のそれらの複数の実施形態においては特には限定されない。
【００４１】
　シナリオ1:　参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソースが先取りされてい
る。
【００４２】
　典型的なURLLCサービスは、通常、工業生産プロセス又は製造プロセスにおける無線に
よる制御、自動運転車両及び自動操縦航空機における運動制御、遠隔調整、及び遠隔操作
等の触知性の且つ対話型のアプリケーションを含む。それらのサービスの主たる特徴は、
信頼性が極めて高いこと及び待ち時間が比較的小さいことである。URLLCサービスのパケ
ットは、通常、(例えば、32バイト、50バイト、及び200バイト等の)小さなパケットであ
り、それらのURLLCサービスのパケットは、突然に且つランダムに生成される。おそらく
、いかなるパケットも長時間にわたって生成されないか、又は、複数のパケットが極めて
短い時間の中で生成される。URLLCサービスの送信特性を満足するために、通信システム
においては、より短い時間スケジューリング単位を使用して、URLLCサービスのパケット
をスケジューリングすることが可能である。例えば、最小時間スケジューリング単位とし
て、シンボル、ミニスロット(mini-slot)、又は、より大きなサブキャリア間隔を有する
スロットを使用してもよい。
【００４３】
　典型的なeMBBサービスは、ウェブページブラウジング、データ送信、ビデオブロードキ
ャスト、及び超高精細ビデオ等を含む。それらのサービスの主たる特徴は、送信されるデ
ータの量が大きいこと及び送信速度が高いことである。したがって、通常は、データを送
信するために、比較的長い時間スケジューリング単位を使用して、送信効率を改善する。
例えば、7個の時間領域シンボルに対応するように、15[kHz]のサブキャリア間隔を有する
スロットを使用し、対応する時間長は、0.5[ms]となる。複数のURLLCサービスのデータの
場合には、通常、比較的短い時間スケジューリング単位を使用して、極めて短い待ち時間
の要件を満足する。例えば、7個の時間領域シンボルに対応するように、15[kHz]のサブキ
ャリア間隔を有する2つの時間領域シンボル又は60[kHz]のサブキャリア間隔を有する1つ
のスロットを使用し、対応する時間長は、0.125[ms]となる。
【００４４】
　URLLCサービスのデータは、突然に且つランダムに生成されて、システムリソースの利
用率を改善するので、ダウンリンク送信プロセスにおいては、ネットワークデバイスは、
通常は、URLLCサービスのデータのための特定の時間周波数リソースを予約しない。ネッ
トワークデバイスの中にURLLCサービスの送られるべきデータが存在しているときは、URL
LCサービスのデータの送信のために必要となる比較的短い送信待ち時間を満足するために
、ネットワークデバイスは、現時点でスケジュールされているeMBBサービスのデータの送
信を完了した後に、URLLCサービスのデータの送信を待つことができない。ネットワーク
デバイスは、通常、リソース先取り方式によって、URLLCサービスのデータのため時間周
波数リソースを割り当てる。
【００４５】
　図2は、URLLCサービスのデータが、eMBBサービスのデータを送信するのに使用される時
間周波数リソースを先取りする場合の概略的な図である。図2に示されているような時間
周波数リソースの概略的な図から、ネットワークデバイスは、すでに割り当てられている
とともに、URLLCサービスのデータの送信のためのeMBBサービスのデータを送信するのに
使用される時間周波数リソースのうちの一部又はすべての時間周波数リソースを選択する
ということを理解することが可能である。この状況で、ネットワークデバイスは、URLLC
サービスのデータが先取りする時間周波数リソースにおいて、eMBBサービスのデータを送
信しない場合がある。
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【００４６】
　加えて、URLLCサービスの送信に必要となる比較的小さな待ち時間及び比較的高い信頼
性に起因して、ネットワークデバイスは、URLLCサービスのための最も適切な周波数領域
リソースを選択して、URLLCサービスの信頼性を保証する場合がある。この場合には、(eM
BBサービスのデータを送信する端末デバイスであってもよく、説明の簡潔さのために、以
下の記載において、略して、"eBMM端末デバイス"と称される)1つより多くの端末デバイス
が存在してもよく、それらの1つより多くの端末デバイスの時間周波数リソースは、URLLC
サービスによって先取りされてもよい。加えて、ネットワークデバイスが端末デバイスの
ために割り当てる合計の時間周波数リソースの量に対するURLLCサービスが先取りする複
数の異なるeMBB端末デバイスの時間周波数リソースの量の比率は、また、異なっている場
合がある。
【００４７】
　システム負荷が軽いときは、ネットワークデバイスは、URLLCサービスのデータのため
の時間周波数リソースを先取りする際に、eMBBサービスのデータを送信するのに使用され
る時間周波数リソースを可能な限り回避するか、又は、少なくとも、eMBBサービスを送信
する際に、(参照信号等の)重要な信号の送信リソースを回避してもよい。これに対して、
システム負荷が比較的重いときは、ネットワークデバイスが、URLLCサービスのデータの
ための時間周波数リソースを先取りする際に、特に、eMBBサービスのデータを送信するプ
ロセスにおいて、参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソースを避けることは
困難である。この状況で、eMBB端末デバイスが、チャネル推定、チャネル検出、又はデー
タ復調のために、先取りされた時間周波数リソースにおいて受信した信号を直接的に使用
する場合には、ある程度まで、チャネル推定又はチャネル検出の精度を低下させる場合が
あるか、又は、データ復調の失敗につながる場合がある。
【００４８】
　シナリオ2:　(参照信号又はデータ信号等の)信号を送信するのに使用される時間周波数
リソースが、削除されている。
【００４９】
　端末デバイスが参照信号を送信するための時間周波数リソースを割り当てた後に、ネッ
トワークデバイスは、その時間周波数リソースを使用することによって、その時間周波数
リソースにおいて、隣接するセルの干渉を測定する等の他の動作を完了することを決定し
てもよい。最後に、もともと参照信号を送信するのに使用されている時間周波数リソース
を削除する。具体的にいうと、ネットワークデバイスは、もともと信号を送信するのに指
定されている時間周波数リソースにおいては、信号を送信することはなく、また、他の信
号を送信することもない。
【００５０】
　この場合には、端末デバイスは、依然として、削除された時間周波数リソースにおいて
信号を受信して、意味のない端末の動作を実行する。
【００５１】
　シナリオ3:　信号及び他の信号は、(参照信号又はデータ信号等の)その信号を送信する
のに使用される時間周波数リソースにおいて送信される。
【００５２】
　1.　他の信号が、端末デバイスへの"有用な信号"であるとき、すなわち、信号及び他の
信号は、端末デバイスにその信号を送信するのに使用される時間周波数リソースにおいて
同時に送信される(このことは、信号を送信するのに使用される時間周波数リソースの多
重化として理解することが可能である)。
【００５３】
　他の信号を送るネットワークデバイス及びその信号を送るネットワークデバイスは、同
じネットワークデバイスであってもよく又は複数の異なるネットワークデバイスであって
もよく、或いは、他の信号の送信端は、他の端末デバイスであってもよいということを理
解すべきである。
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【００５４】
　さらに、例えば、複数の異なる変調方法によって信号及び他の信号を送るといったよう
に、信号及び他の信号のために複数の異なる信号特徴を使用することが可能であり、又は
、複数の異なるビームによって信号及び他の信号を送ることが可能であり、それによって
、端末デバイスは、その信号を送信するのに使用される時間周波数リソースにおいて、そ
の信号及び他の信号を区別することが可能であるということを理解すべきである。
【００５５】
　この場合には、端末デバイスが、依然として、信号を送信するのに使用される時間周波
数リソースにおいて、その信号のみを受信する場合には、"その有用な信号"、すなわち、
他の信号の受信を省略してもよい。
【００５６】
　2.　他の信号が、端末デバイスへの干渉信号であり、例えば、干渉信号の送信電力が大
きいといったように、その信号に対する干渉信号の干渉の度合が比較的高いときは、その
信号の受信の信頼性に影響を与える場合がある。
【００５７】
　その信号が参照信号である場合、この場合には、端末デバイスが、依然として、その受
信した"信頼できない"参照信号を直接的に使用している場合には、チャネル推定又はチャ
ネル検出の精度を減少させる場合があり、或いは、データ復調の失敗につながる場合ある
。その信号がデータ信号であり、端末デバイスが、依然として、その受信した"信頼でき
ない"データ信号を直接的に使用している場合には、そのデータ信号を正しく復号化する
確率を低下させる場合がある。
【００５８】
　ある程度まで上記の複数の異なる通信シナリオにおける問題を解決するために、以下の
記載は、図3を参照して、この出願の複数の実施形態における通信方法を詳細に説明する
。
【００５９】
　図3は、この出願のある1つの実施形態にしたがった複数のデバイスによる対話の観点か
らの通信方法の概略的なフローチャートである。図3は、この出願のこの実施形態の通信
方法の複数の通信ステップ又は複数の通信動作を示しているが、それらのステップ又は動
作は、例であるにすぎないということを理解すべきである。この出願のこの実施形態にお
いて、さらに、図3における他の動作又はそれらの動作のさまざまな変形を実行してもよ
い。加えて、図3の複数のステップは、図3に示されている順序とは異なる順序で実行する
ことが可能であり、場合によっては、図3のすべての動作を実行する必要はない。
【００６０】
　310.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに第1の指示情報を送り、その第1の指示
情報は、端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リソースを
示す。
【００６１】
　具体的には、第1の時間周波数リソースは、端末デバイスの参照信号を送信するのに使
用される時間周波数リソースのうちのすべて又は一部であってもよい。例えば、第1の時
間周波数リソースは、同じタイプの参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソー
スであってもよい。他の例では、通信システムは、マルチアンテナシステムであり、同じ
タイプの参照信号は、複数のポートに対応し、第1の時間周波数リソースは、さらに、同
じポートの参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソースであってもよい。
【００６２】
　参照信号は、チャネル状態情報参照信号(Channel　State　Information-Reference　Si
gnal,　CSIRS)、復調参照信号(Demodulation　Reference　Signal,　DMRS)、及び、位相
追跡参照信号(Phase-tracking　reference　signal,　PTRS)等の参照信号うちの少なくと
も1つであってもよい。
【００６３】
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　CSIRSは、端末デバイスが少なくとも1つのタイプのチャネル状態情報を測定するのに使
用され、CSIRSは、代替的に、例えば、干渉を測定するのに使用されるチャネル状態情報
干渉測定(CSI-interference　measurement,　CSI-IM)参照信号等の参照信号であってもよ
い。CSIRSは、代替的に、ゼロ電力チャネル状態情報参照信号(Zero-power　CSI-RS,　ZP
　CSIRS)等のゼロ電力参照信号であってもよい、すなわち、ネットワークデバイスは、そ
のゼロ電力参照信号に対応する時間周波数リソースの位置においては、信号を送らない。
CSIRSは、代替的に、例えば、ローブ品質を測定するのに使用されるビーム状態情報参照
信号(Beam　State　Information　Reference　Signal,　BSIRS)等の参照信号であっても
よい。
【００６４】
　DMRSは、端末デバイスがデータ及び/又は制御情報を復調するのに使用される。具体的
には、復調は、DMRSに基づくチャネル推定の実行、及び、そのチャネル推定の使用による
データ及び/又は制御情報に関する受信信号の復調(又は、コンステレーション逆マッピン
グ等)を含んでもよく、そして、その復調信号に基づく復号化等の実行をさらに含んでも
よい。
【００６５】
　PTRSは、端末デバイスが受信信号の位相雑音(或いは、位相誤差又は位相偏差等)を推定
するのに使用される。さらに、端末デバイスは、さらに、その推定の結果を使用すること
によって、例えば、その位相雑音を補正し又は補償するといったように、受信信号の位相
雑音を処理してもよい。
【００６６】
　既存の通信システムにおける上記の参照信号のほかに、参照信号は、代替的に、将来的
な通信システムにおける上記の参照信号と同じ機能を有する信号であってもよいというこ
とに留意すべきである。
【００６７】
　複数の異なるタイプの参照信号については、上記の第1の指示情報の特定の表現形態は
、異なっている。
【００６８】
　参照信号が、CSI-RSであるときに、第1の指示情報は、チャネル状態情報を報告するよ
うに端末デバイスに指示するとともに、無線リソース制御(Radio　Resource　Control,　
RRC)シグナリングの中で搬送される構成情報であってもよく、その構成情報は、例えば、
チャネル状態情報を報告するための内容及びチャネル状態情報を報告するためのタイミン
グ等のチャネル状態情報を報告する方法を端末デバイスに指示するのに使用され、その端
末デバイスは、その構成情報に基づいて、チャネル状態情報を決定するのに使用されるCS
I-RS信号が位置している時間周波数リソースの位置を決定することが可能である。第1の
指示情報は、代替的に、一度にチャネル状態情報を報告するように端末デバイスに指示す
るダウンリンク制御情報(Downlink　Control　Information,　DCI)であってよい。第1の
指示情報は、代替的に、RRCシグナリングが搬送するとともに、端末デバイスのCSI-RSが
位置している時間周波数リソースの位置を構成するのに使用されるCSI-RSが位置している
時間単位の位置及び時間周波数パターン等の情報であってもよい。
【００６９】
　上記の参照信号が、DMRSであるときは、第1の指示情報は、DCIであってもよく、DCIは
、データの送信をスケジューリングするのに使用され、端末デバイスは、データ送信をス
ケジューリングするのに使用されるDCIに基づいて、DMRSが位置しているとともに、デー
タを復調するのに使用される第1の時間周波数リソースを決定する。
【００７０】
　データを復調するのに使用されるDMRSのうちの一部又はすべてが、さらに、第1の指示
情報を復調するように構成される場合に、端末デバイスは、第1の指示情報が送られてい
るということを決定した後に、第1の指示情報の存在に基づいて、DMRSが存在するという
ことを決定してもよく、そして、さらに、第1の時間周波数リソースを決定してもよく、



(20) JP 2020-523893 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

又は、端末デバイスは、第1の指示情報の存在に基づいて、DMRSが第1の時間周波数リソー
スによって搬送されているということを決定するということに留意すべきである。
【００７１】
　参照信号がPTRSであるときに、第1の指示情報は、RRCシグナリングの構成情報であって
もよく、構成情報は、時間周波数リソースを構成するのに使用され、その時間周波数リソ
ースは、PT-RSを送信するのに使用されるか、又は、構成情報は、PT-RSを送信するための
送出タイミング及びPT-RSを送信するための送出位置を構成するのに使用されるか、或い
は、第1の指示情報は、さらに、DCIの中の指示情報であってもよく、その指示情報は、DC
Iに基づいてスケジューリングされるとともに送信されるデータ信号の中でPT-RSが搬送さ
れているということを示す。
【００７２】
　320.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに第2の指示情報を送り、第2の指示情報
は、第2の時間周波数リソースを示す。
【００７３】
　選択的に、第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可
能ではないということを示すのに使用され、及び/又は、第2の指示情報は、さらに、再送
信された符号ブロック又は再送信された符号ブロックグループCBGを示すのに使用される
。再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGの以前の送信において、第2の時間周波
数リソースは、占有されている。
【００７４】
　具体的には、第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用
可能ではないということを示すのに使用される。第2の時間周波数リソースにおける信号
が利用可能ではないということは、第2の時間周波数リソースの中に例外が生起している
ということ、又は、第2の時間周波数リソースにおいて送信される信号を特別に処理する
必要があるということ等を示してもよい。第2の時間周波数リソースにおける信号が利用
可能ではないということは、代替的に、もともと第2の時間周波数リソースにおける送信
のためにスケジューリングされている信号が、第2の時間周波数リソースにおいては送ら
れず、他の信号が送られるということを示してもよい。代替的に、第2の時間周波数リソ
ースにおける信号が利用可能ではないということは、もともと第2の時間周波数リソース
における送信のためにスケジューリングされている信号も他の信号も、第2の時間周波数
リソースにおいては送られないということを示してもよい。代替的に、第2の時間周波数
リソースにおける信号が利用可能ではないということは、もともとスケジューリングされ
ている信号が、第2の時間周波数リソースにおいて送られ、且つ、他の信号が、また、同
時に、第2の時間周波数リソースにおいて送られるということを示し、他の信号は、端末
デバイスにとって有用である信号であってもよく又は干渉信号であってもよい。
【００７５】
　上記の"もともと第2の時間周波数リソースにおける送信のためにスケジューリングされ
ている信号"は、第2の時間周波数リソースにおいて送信される信号を示してもよく、その
第2の時間周波数リソースは、ネットワークデバイスが、第2の時間周波数リソースが位置
している時間周波数位置の前の(物理層の、RRC層の、又はマルチメディア制御層の)シグ
ナリングによって端末デバイスに示しているということに留意すべきである。上記の"に
おける送信のためにもともとスケジューリングされている信号"は、さらに、通信規格又
は仕様によってあらかじめ定義されている第2の時間周波数リソースにおいて送信される
信号を示してもよい。
【００７６】
　第2の指示情報は、代替的に、リソース指示情報であってもよい。具体的にいうと、第2
の指示情報は、信号が利用可能ではない時間周波数リソースを直接的に示してもよい。
【００７７】
　例えば、第2の指示情報がリソース指示情報として使用されているときに、第2の指示情
報は、ビットマップ(bitmap)ファイルを使用することによって、第2の時間周波数リソー
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スを示してもよい。具体的にいうと、(リソース要素(Resource　Element,　RE)等の)複数
の異なる時間周波数リソースは、複数の異なるビットに対応するとともに、複数の異なる
ビットの値によって第2の時間周波数リソースを示してもよい。上記の第2の指示情報は、
さらに、Nビットを含むフィールドを使用することによって、第2の時間周波数リソースを
示してもよく、そして、NビットのM個の状態を使用することによって、第2の時間周波数
リソースを示してもよく、M≦2Nである。
【００７８】
　第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロック
グループ(Coding　Block　Group,　CBG)を示すのに使用されるか、又は、第2の指示情報
は、代替的に、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロックグループCBGを
示すのに使用される指示情報であってもよく、再送信された符号ブロック又は再送信され
たCBGの(例えば、最後の送信等の)以前の送信において、第2の時間周波数リソースは、占
有されている。以前の送信プロセスにおける第2の指示情報が示す再送信された符号ブロ
ック又は再送信されたCBGが占有する時間周波数リソースの少なくとも一部は、他の信号
を送信するのに使用され、以前の送信プロセスにおける第2の指示情報が示す再送信され
た符号ブロック又は再送信されたCBGが占有する時間周波数リソースの少なくとも一部は
、削除され、或いは、以前の送信プロセスにおける第2の指示情報が示す再送信された符
号ブロック又は再送信されたCBGが占有する時間周波数リソースの少なくとも一部は、干
渉を受けているということを理解することが可能である。
【００７９】
　さらに、端末デバイスは、さらに、ネットワークデバイスから第2の制御情報を受信す
る。第2の制御情報は、上記の第2の指示情報を含む。第2の制御情報は、さらに、第2の指
示情報が示す再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロックグループCBGの送
信をスケジューリングするのに使用される。
【００８０】
　ネットワークデバイスが、物理層データの送信を実行するように端末デバイスをスケジ
ューリングするときに実際に送信される1つ又は複数の情報ブロックを分割して、符号ブ
ロックを形成してもよく、1つの符号ブロックグループは、少なくとも1つの符号ブロック
を含むということを理解すべきである。情報ブロックは、トランスポートブロック、符号
ブロック、又は符号ブロックグループであってもよい。
【００８１】
　第2の指示情報は、具体的には、端末デバイスに送信されてもよく、例えば、マルチキ
ャスト方式によって端末デバイスに送信されるといったように、端末デバイスが位置して
いる端末デバイスのセットに送信されてもよいということに留意すべきである。
【００８２】
　330.　端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソースが第1
の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定し、第3の時間周波数リソースは、第1
の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リソー
ス、第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、第2の時間周波数リソース
からの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい時間周波数リソース、又は
、第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
【００８３】
　具体的には、第2の指示情報が、上記のリソース指示情報として使用される場合に、第2
の指示情報が示す第2の時間周波数リソース及び第3の時間周波数リソースは、同じ時間周
波数リソースであってもよく、第3の時間周波数リソースは、第2の時間周波数リソースの
サブセットであるか、又は、第3の時間周波数リソースは、空である。端末デバイスは、
第1の時間周波数リソースと第2の時間周波数リソースとの間の交差部分セットが存在する
か否かに基づいて、第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれている
か否かを決定してもよい。第1の時間周波数リソースと第2の時間周波数リソースとの間の
交差部分セットが存在する場合には、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースが第1の
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時間周波数リソースに含まれ、そして、第3の時間周波数リソースが、第1の時間周波数リ
ソースと第2の時間周波数リソースとの間の交差部分セットである、言い換えると、第3の
時間周波数リソースが、第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に
含まれる時間周波数リソースであるということを決定する。
【００８４】
　第2の指示情報が、再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGを示している場合に
、端末デバイスは、以下の方法のうちの少なくとも1つを使用することによって、第3の時
間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定してもよい。
【００８５】
　第3の時間周波数リソースが、第2の指示情報が示している第2の時間周波数リソースに
含まれている場合、第2の時間周波数リソースが、第3の時間周波数リソースに隣接してい
る場合、第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソースとの間の間隔が、あらかじ
め設定された第1の間隔よりも小さい場合、又は、第2の時間周波数リソースが、第3の第2
の時間周波数リソースに関連付けられている場合に、端末デバイスは、第3の時間周波数
リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているということを決定してもよい。
【００８６】
　第2の時間周波数リソースは、第3の時間周波数リソースに関連付けられているというこ
とを理解すべきである。代替的に、第3の時間周波数リソースにおいて送信される参照信
号は、第2の時間周波数リソースにおいて送信されるデータの少なくとも一部を復調する
のに使用される。
【００８７】
　さらに、第3の時間周波数リソースは、第1の時間周波数リソースであってもよく、又は
、第3の時間周波数リソースは、第1の時間周波数リソースに属しているということを理解
すべきである。
【００８８】
　例えば、第3の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの相対的な位置は、図
4及び図5を参照して説明される。図4及び図5は、この出願のある1つの実施形態にしたが
った第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構
成図である。図4及び図5の場合に、第2の時間周波数リソース及び第3の時間周波数リソー
スの相対的な位置について2つの状況が存在する。
【００８９】
　状況1.　第2の指示情報が、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループを送
信することを示し、さらに、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループの時間
周波数リソースを送信することを示すときに、図4及び図5に示されている第2の時間周波
数リソース及び第3の時間周波数リソースは、互いに隣接している。
【００９０】
　端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、ターゲット符号ブロックを受信するの
に使用される第2の時間周波数リソースが、ネットワークによるURLLCサービスのデータの
送信のために、初めてターゲット符号ブロックを受信するための準備を行うプロセスにお
いて、ネットワークデバイスによって再割り当てされるということを決定してもよい。し
たがって、ターゲット符号ブロックを再送信する必要がある。具体的にいうと、再送信さ
れるターゲット符号ブロックは、上記の再送信された符号ブロックである。ネットワーク
デバイスは、通常、複数の連続的な時間周波数リソースを先取りし、第2の時間周波数リ
ソースは、URLLCサービスのデータを送信するための時間周波数リソースを再割り当てす
る(先取りする)ときに、もともと参照信号を送信するのに使用される第3の時間周波数リ
ソースを取り囲む。したがって、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースが、ネット
ワークデバイスがURLLCサービスのデータを送信するために先取りされる可能性が極めて
高いということを決定する場合がある。したがって、第3の時間周波数リソースにおける
信号は、ターゲット符号ブロックを送信する以前のプロセスにおいて(又は、第2の時間周
波数リソースを使用することによってターゲット符号ブロックを送信するスケジューリン
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グされたプロセスにおいて)利用可能ではない。
【００９１】
　状況2.　第2の指示情報が、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループを送
信することを示し、さらに、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループを送信
するのに使用される時間周波数リソースが位置している連続的な時間周波数リソース領域
を示しているときに、図4及び図5に示されている第2の時間周波数リソース及び第3の時間
周波数リソースは、互いに隣接している。
【００９２】
　端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、初めてターゲット符号ブロックを受信
するための準備を行うプロセスにおいて、ターゲット符号ブロックを受信するのに使用さ
れる第2の時間周波数リソースが、ネットワークデバイスがURLLCサービスのデータを送信
するために先取りされるということを決定してもよい。したがって、ターゲット符号ブロ
ックを再送信する必要がある。具体的にいうと、再送信されるターゲット符号ブロックは
、上記の再送信された符号ブロックである。もともと参照信号を送信するのに使用されて
いる第3の時間周波数リソースは、第2の時間周波数リソースに含まれているので、端末デ
バイスは、第3の時間周波数リソースが、ネットワークデバイスがURLLCサービスのデータ
を送信するために先取りされるということを決定してもよい。したがって、第3の時間周
波数リソースにおける信号は、ターゲット符号ブロックを受信する以前のプロセスにおい
て(又は、第2の時間周波数リソースを使用することによってターゲット符号ブロックを受
信するスケジューリングされているプロセスにおいて)利用可能ではない。
【００９３】
　他の例として、図6を参照して、第2の時間周波数リソースが第3の時間周波数リソース
に隣接している場合を説明する。図6は、この出願のある1つの実施形態にしたがった第2
の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図で
ある。端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、ターゲット符号ブロックを受信す
るのに使用される第2の時間周波数リソースが、初めてターゲット符号ブロックを受信す
るための準備を行うプロセスにおいて、ネットワークデバイスがURLLCサービスのデータ
を送信するために先取りされるということを決定してもよい。もともと参照信号を受信す
るのに使用される第3の時間周波数リソースは、第2の時間周波数リソースに隣接している
ので、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースが、ネットワークデバイスによって先
取りされ、第3の時間周波数リソースを使用することによってURLLCサービスのデータを送
信する確率が、比較的高いということを決定してもよい。したがって、第3の時間周波数
リソースにおける信号は、初めてターゲット符号ブロックを受信するプロセスにおいては
、利用可能ではない。
【００９４】
　上記の"隣接する"の語は、第3の時間周波数リソースの中のREを指し、第3の時間周波数
リソースの中でそのREに隣接しているREのうちの少なくとも1つは、第2の時間周波数リソ
ースに属しているということを理解すべきである。
【００９５】
　他の例として、図7を参照して、第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソース
との間の間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい場合を説明する。図7は、
この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数
リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。端末デバイスは、第2の指示情報に
したがって、ターゲット符号ブロックを受信するのに使用される第2の時間周波数リソー
スが、初めてターゲット符号ブロックを受信するための準備を行うプロセスにおいて、ネ
ットワークデバイスがURLLCサービスのデータを送信するために先取りされるということ
を決定してもよい。ネットワークデバイスは、通常、URLLCサービスのデータを送信する
ための時間周波数リソースを先取りするときに、複数の連続的な時間周波数リソースを先
取りするので、時間周波数リソースの間隔が図7の第1の間隔よりも小さい第2の時間周波
数リソース及び第3の時間周波数リソースを参照すると、第2の指示情報が、図7の第2の時
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間周波数リソースを示しているときに、第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらか
じめ設定された第1の間隔よりも小さい第3の時間周波数リソースは、同様に、ネットワー
クデバイスがURLLCサービスのデータを送信するために先取りされる可能性が極めて高い
。したがって、第3の時間周波数リソースにおいて送信される信号は、初めてターゲット
符号ブロックを受信するプロセスにおいては利用可能ではない。
【００９６】
　第3の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではない状況は、URLLCサービスのデ
ータが、第3の時間周波数リソースにおいて送信されるということ、又は、第3の時間周波
数リソースにおいて送信される参照信号に対するURLLCサービスのデータの干渉が大きい
ということを示す場合があるということに留意すべきである。
【００９７】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【００９８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、当該方法は、端末デバイスによって、参照信
号を受信するのに使用される時間周波数リソースにおいて第1の信号を受信するステップ
と、端末デバイスによって、第2の指示情報にしたがって、干渉信号及び参照信号が第1の
信号に含まれているということを決定するステップと、端末デバイスによって、第2の指
示情報にしたがって、干渉信号として第1の信号を決定するステップと、端末デバイスに
よって、第2の指示情報にしたがって、参照信号を処理するステップと、をさらに含み、
その処理は、参照信号の効果が無効であるということを決定するか又は参照信号を継続し
て使用することを含む。
【００９９】
　選択的に、ある1つの実施形態において、第2の指示情報は、参照信号及び第2の信号が
、第3の時間周波数リソースにおける信号に含まれ低るということを示し、当該方法は、
端末デバイスによって、第3の時間周波数リソースにおいて第2の信号を受信するステップ
と、端末デバイスによって、第2の信号を受信するステップと、端末デバイスによって、
参照信号を継続して使用するステップと、をさらに含む。
【０１００】
　第3の時間周波数リソースを多重化して、参照信号及び第2の信号を送信することによっ
て、システムリソースの利用率を改善する。
【０１０１】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情
報を決定するのに使用される。
【０１０２】
　当該方法は、
　第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバ
イスによって、ネットワークデバイスへのチャネル状態情報の送出を省略するステップ、
　第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバ
イスによって、ネットワークデバイスにチャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステ
ップであって、第3の指示情報は、チャネル状態情報が無効であるということを示す、ス
テップ、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値
に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって、ネットワークデバイスへ
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のチャネル状態情報の送出を省略するステップ、又は、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値
に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって、ネットワークデバイスに
チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステップであって、第3の指示情報は、チャネ
ル状態情報が無効であるということを示す、ステップ、をさらに含む。
【０１０３】
　具体的には、第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているとき
は、参照信号を送信する(第3の時間周波数リソースである)時間周波数リソースの少なく
とも一部の中に(占有されている又は削除されている等の)例外が生起しているときとして
理解されてもよい。第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は
、第1の時間周波数リソースの中のリソース要素(Resource　Element,　RE)の数に対する
第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指してもよく、又は、参照信号を送信す
るのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソースの合計数に対する参照信号を
送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソースのうちで(占有されて
いる又は削除されている等の)例外が生起している時間周波数リソースの数の比率を指し
てもよい。
【０１０４】
　チャネル状態情報及び第3の指示情報は、情報の2つの独立した部分であってもよく、又
は、チャネル状態情報は、第3の指示情報を搬送しているということに留意すべきである
。例えば、第3の指示情報としてチャネル状態情報の中の1ビットを使用してもよく、第3
の指示情報としてチャネル状態情報の状態値を使用してもよい。
【０１０５】
　この出願のこの実施形態において、端末デバイスは、参照信号を受信するのに使用され
る時間周波数リソースの中に(占有されている又は削除されている等の)例外が生起してい
るか否かに基づいて、チャネル状態情報の精度を決定してもよい。チャネル状態情報の精
度が高くないときは、端末デバイスは、ネットワークデバイスへのチャネル状態情報の送
出、又は、ネットワークデバイスにチャネル状態情報が無効であるということを示すこと
を省略して、ネットワークデバイスが十分な精度を有しない状態指示情報を使用すること
を回避してもよい。
【０１０６】
　ある1つの例では、チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられてい
るということに留意すべきである。第1の周波数領域リソースは、システム帯域幅以下で
ある。例えば、チャネル状態情報は、CQI、PMI、及びRI等のうちの少なくとも1つであっ
てもよい。参照信号は、広帯域のチャネル状態を測定するのに使用される参照信号であっ
てもよく、参照信号は、代替的に、サブバンドのチャネル状態を測定するのに使用される
参照信号であってもよい。他の例では、チャネル状態情報は、ネットワークデバイスに、
ローブ状態情報等の周波数領域リソースに関連付けられていない情報をフィードバックす
るために端末デバイスによって使用されるにすぎない。
【０１０７】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情
報を決定するのに使用される。当該方法は、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間
周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか又は超えていないときに、端
末デバイスによって、ネットワークデバイスにチャネル状態情報を送るステップであって
、チャネル状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リ
ソース以外の部分を使用することによって取得される、ステップをさらに含む。
【０１０８】
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は、第1の時間周波
数リソースの中のREの数に対する第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指して
もよく、又は、参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソ
ースの合計数に対する参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波
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数リソースのうちで(占有されている又は削除されている等の)例外が生起している時間周
波数リソースの数の比率を指してもよいということを理解すべきである。
【０１０９】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情
報を決定するのに使用される。当該方法は、端末デバイスによって、ネットワークデバイ
スにチャネル状態情報を送るステップであって、チャネル状態情報は、少なくとも、第1
の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによっ
て取得されるステップをさらに含む。
【０１１０】
　具体的には、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースにおいて受信した信号を破棄
し、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース
において受信した参照信号を使用し、そして、第1の周波数領域リソースのチャネル状態
情報を計算してもよい。
【０１１１】
　端末デバイスが決定するチャネル状態情報は、チャネル状態情報(Channel　State　Inf
ormation,　CSI)、チャネル品質指数(Channel　Quality　Index)情報、プリコーディング
インジケータ(Precoding　Matrix　Indicator,　PMI)情報、ランクインジケータ(Rank　I
ndicator,　RI)情報、及びローブ品質情報等のうちの少なくとも1つのタイプの情報を含
むということに留意すべきである。
【０１１２】
　具体的には、CSIは、特に、チャネル状態を反映するのに使用される情報を指してもよ
く、或いは、1つ又は複数のタイプの他の情報の集合的な名称であってもよい。CQIは、端
末デバイスがネットワークデバイスに変調及び符号化スキーム(又は、効率)指数をフィー
ドバックするのに使用され、その指数は、その指数に対応する周波数領域リソースのチャ
ネル品質を示すのに使用される。PMIは、端末デバイスが、ネットワークデバイスに、周
波数領域リソースのチャネルに適するプリコーディング行列又はプリコーディング行列指
数をフィードバックするのに使用される。RIは、端末デバイスが、ネットワークデバイス
に、周波数領域リソースのチャネルがサポートすることが可能であるマルチアンテナ送信
の階層(又は、ランク)をフィードバックするのに使用される。ローブ品質情報は、端末デ
バイスが、ネットワークデバイスに、少なくとも1つのローブに対応するチャネル品質を
フィードバックするのに使用される。
【０１１３】
　以下の記載は、ある1つの例として、少なくとも1つの情報ブロックを復調するために端
末デバイスが使用する参照信号を使用することによって、この出願のこの実施形態の通信
方法を詳細に説明する。
【０１１４】
　理解を容易にするために、この出願のこの実施形態に含まれる参照信号を最初に簡潔に
説明する。
【０１１５】
　以下の記載に含まれる第1の復調参照信号は、先行(front)DMRS、通常の(normal)DMRS、
又は正規の(regular)DMRS等と称されてもよい基本(Basic)DMRS又は前置(front-loaded)DM
RSであってもよい。時間領域において、基本DMRSを送信し/受信するのに使用される時間
周波数リソースは、基本DMRSを使用することによって復調されるデータが位置している時
間周波数リソースの前に、又は、データチャネルが位置している時間周波数リソースに対
応する時間領域ユニットの前に位置していてもよい。
【０１１６】
　以下の記載に含まれる第2の復調参照信号は、後置(post　loaded　or　postposition)D
MRS又は後の(post)DMRS等と称されてもよい追加的な(Additional)DMRSであってもよい。
時間領域において、追加的なDMRSを送信し/受信するのに使用される時間周波数リソース
は、追加的なDMRSを使用することによって復調されるデータが位置している時間周波数リ
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ソースに対応する時間領域送信の後に位置している。加えて、追加的なDMRSは、選択的な
DMRSである。具体的にいうと、データのすべての部分は、送信の際に、対応する追加的な
DMRSを有しているわけではない。ネットワークデバイスは、端末デバイスに指示情報を送
って、端末デバイスに、指示情報を受信した後にデータとともに送られる追加的なDMRSが
存在するということを示してもよく、又は、ネットワークデバイスは、指示情報を使用す
ることによって、端末デバイスに、その指示情報を受信した後にデータとともに送られる
追加的なDMRSが存在しないということを示す。端末デバイスが、急速なチャネルの変化又
は劣悪なチャネル品質を有する信号伝搬環境にあるときは、端末デバイスを支援するのに
追加的なDMRSを使用して、チャネル推定の精度を改善するとともにデータチャネルの受信
の信頼性を改善し、それにより、再送信の数を減少させるとともにシステムの時間周波数
リソースの利用効率をさらに改善する。端末デバイスが、低速のチャネル符号化又は良好
なチャネル品質を有する信号伝搬環境にあるときは、基本DMRSを使用することによって、
十分に良好なチャネル推定精度を達成することが可能であり、追加的なDMRSを送る必要は
ない。
【０１１７】
　さらに、データ送信の場合に、基本DMRSの構成優先順位は、追加的なDMRSの優先順位よ
りも高いということを理解すべきである。具体的には、ネットワークデバイスが、例えば
、DMRSのシーケンス生成パラメータ又はDMRSが送られる時間周波数位置等の基本DMRSを構
成するときである。各々のデータ送信においては、データと共に送信される基本DMRSが存
在する。一方で、ネットワークデバイスが、端末デバイスに、追加的なDMRSが存在すると
いうことを示す(又は、追加的なDMRSが、利用可能な信号として起動され/有効化され/マ
ークされているということ等を示す)ときにのみ、基本DMRS及び追加的なDMRSは、データ
送信の際に、データとともに送られる。
【０１１８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの
情報ブロックを復調するのに使用される。当該方法は、第3の時間周波数リソースが、第1
の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバイスによって、第3の時間周波数
リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するか
、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ステップをさらに含む。
【０１１９】
　具体的には、第3の時間周波数リソースが、参照信号を受信するのに使用される第1の時
間周波数リソースに含まれているとき、すなわち、第3の時間周波数リソースの中に(占有
されている又は削除されている等の)例外が生起しているとき、又は、第3の時間周波数リ
ソースにおける参照信号が干渉を受けているとき、端末デバイスは、第3の時間周波数リ
ソースにおける信号を使用することなく、情報ブロックのうちの一部又はすべてを復調し
てもよい。
【０１２０】
　代替的に、参照信号を受信するのに使用される第3の送信リソースの中に(占有されてい
る又は削除されている等の)例外が生起しているとき、又は、第3の時間周波数リソースに
おける参照信号が干渉を受けているときに、端末デバイスは、少なくとも1つの情報ブロ
ックの復調を省略してもよい。
【０１２１】
　ネットワークデバイスが、物理層のデータ送信を実行するように端末デバイスをスケジ
ューリングするときに、実際には、トーン又はそれ以上の情報ブロックが送信されるとい
うことを理解すべきである。1つの情報ブロックは、複数の情報ビットを含む。それらの
情報ビットは、情報ビットの数に基づいて、1つ又は複数の符号ブロックに分割される。
チャネル符号化ビットは、1つの符号ブロックの中の情報ビットに対して1回チャネル符号
化を実行した後に生成される。符号ブロックグループは、少なくとも1つの符号ブロック
を含む。"情報ブロック"は、1つ又は複数のトランスポートブロック、1つ又は複数の符号
ブロック、或いは、1つ又は複数の符号ブロックグループであってもよい。
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【０１２２】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの
情報ブロックを復調するのに使用される。当該方法は、第1の時間周波数リソースに対す
る第3の時間周波数リソースの比率が、第2のしきい値に達しているか又は超えているとき
に、端末デバイスによって、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップを
さらに含む。
【０１２３】
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は、第1の時間周波
数リソースの中のREの数に対する第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指して
もよく、又は、参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソ
ースの合計数に対する参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波
数リソースのうちで(占有されている又は削除されている等の)例外が生起している時間周
波数リソースの数の比率を指してもよいということを理解すべきである。
【０１２４】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの
情報ブロックを復調するのに使用される。当該方法は、第1の時間周波数リソースに対す
る第3の時間周波数リソースの比率が、第2のしきい値に達していないか又は超えていない
ときに、端末デバイスによって、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間
周波数リソース以外の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、
少なくとも1つの情報ブロックを復調するステップをさらに含む。
【０１２５】
　具体的には、端末デバイスが使用するとともに、第1の時間周波数リソースの中の第3の
時間周波数リソース以外の時間周波数リソースは、通常、参照信号を送信する時間周波数
リソースとして理解されてもよい。具体的にいうと、端末デバイスは、(占有されている
又は削除されている等の)いかなる例外も生起していない送信リソースにおいて受信する
参照信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調してもよい。
【０１２６】
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は、第1の時間周波
数リソースの中のREの数に対する第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指して
もよく、又は、参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソ
ースの合計数に対する参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波
数リソースのうちで(占有されている又は削除されている等の)例外が生起している時間周
波数リソースの数の比率を指してもよいということを理解すべきである。
【０１２７】
　選択的に、参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、参照信号は、第1の復
調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参照信号は、少なくとも1つの情報
ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、第2の復調参照信号は、少
なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加的な復調参照信号である。
【０１２８】
　例えば、第3の時間周波数リソースは、第1の復調参照信号の少なくとも一部及び第2の
復調参照信号の少なくとも一部を送信するのに使用されるが、第1の時間周波数リソース
の中の第3の時間周波数リソースの比率は、第2のしきい値に達していないか又は超えてお
らず、端末デバイスは、その参照信号を使用して、情報ブロックを復調してもよい。この
ことは、情報ブロックの再送信の数を減少させるとともに、さらに、システムの時間周波
数リソースの利用効率を改善する。
【０１２９】
　選択的に、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに
使用され、参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参
照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号で
あり、第2の復調参照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追
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加的な復調参照信号であり、第1の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第1の部
分を占有し、第2の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第2の部分を占有する。
【０１３０】
　当該方法は、
　第3の時間周波数リソースが、第1の部分に含まれているときに、端末デバイスによって
、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部分との間の第1の交差部分セット
の比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって
、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、
　第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部分との間の第1の交差部分セット
の比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えていないときに、端末デバイスによ
って、少なくとも、第1の部分の中の第1の交差部分セット以外の時間周波数リソースの部
分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調するステ
ップ、
　第3の時間周波数リソースが、第2の部分に含まれているときに、端末デバイスによって
、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部分との間の第2の交差部分セット
の比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって
、第2の復調参照信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するステ
ップ、及び/又は、
　第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部分との間の第2の交差部分セット
の比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えていないときに、端末デバイスによ
って、少なくとも、第2の部分の中の第2の交差部分セット以外の時間周波数リソースの部
分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調するステ
ップ、をさらに含む。
【０１３１】
　例えば、第3の時間周波数リソースが第1の部分に含まれるとき、すなわち、もともと第
1の復調参照信号(すなわち、基本DMRS)を受信するのに使用されている時間周波数リソー
スの中に例外が生起しているときに、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースにおけ
る信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調してもよく、又は、少
なくとも1つの情報ブロックの復調を直接的に省略してもよい。具体的にいうと、例外は
、もともと、基本DMRSを受信するのに使用される時間周波数リソース(すなわち、第3の時
間周波数リソース)の中で生起するので、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースにお
ける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調してもよく、又は、
少なくとも1つの情報ブロックの復調を直接的に省略してもよい。
【０１３２】
　他の例では、例外が生起している時間周波数リソース(すなわち、第3の時間周波数リソ
ース)の中の時間周波数リソースの少なくとも一部が、第1の復調参照信号を送信するのに
使用され、第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部分との間の第1の交差部
分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えている場合、具体的にいうと
、情報ブロックの復調の精度に影響を与える程度にまで、もともと第1の復調参照信号を
受信するのに使用されている時間周波数リソースの中に、大きな数の例外が生起している
場合に、端末デバイスは、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略してもよい。
【０１３３】
　情報ブロックの復調の精度に影響を与える程度にまで、もともと第1の復調参照信号を
受信するのに使用されている時間周波数リソースの中に、大きな数の例外が生起している
ときは、例外が、もともと追加的なDMRSを受信するのに使用されている時間周波数リソー
スの中で生起しているか否かにかかわらず、端末デバイスは、少なくとも1つの情報ブロ



(30) JP 2020-523893 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

ックの復調を省略してもよいということに留意すべきである。
【０１３４】
　基本DMRSの構成優先順位は、追加的なDMRSを独立して使用するのと比較して、より高い
ので、基本DMRSは、通常、より良好なチャネル推定の精度を提供することが可能である。
上記の複数の例の複数の実装においては、基本DMRSに影響を与える程度に基づいて少なく
とも1つの情報ブロックを復調するか否かを決定することにより、端末デバイスの実装の
複雑さを減少させることが可能である。
【０１３５】
　他の例では、例外が生起している時間周波数リソース(すなわち、第3の時間周波数リソ
ース)が、もともと追加的なDMRSを受信するのに使用され、且つ、基本DMRSを送信するの
に使用される時間周波数リソースの中では、いかなる例外も発生していない場合、具体的
にいうと、第3の時間周波数リソースが、もともと基本DMRSを受信するのに使用されてい
ない場合には、端末デバイスは、基本DMRSのみを使用することによって、情報ブロックを
復調してもよい。
【０１３６】
　他の例では、例外が生起している時間周波数リソース(すなわち、第3の時間周波数リソ
ース)が、もともと追加的なDMRSを受信するのに使用され、複数の例外が、大きな数の時
間周波数リソースの中で生起している場合、具体的にいうと、第2の部分に対する第3の時
間周波数リソースと第2の部分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に
達しているか又は超えており、且つ、基本DMRSを受信するのに使用される時間周波数リソ
ースの中では、いかなる例外も生起していない、すなわち、第3の時間周波数リソースが
、もともと基本DMRSを受信するのに使用されていない場合には、端末デバイスは、基本DM
RSのみを使用することによって、情報ブロックを復調してもよい。
【０１３７】
　基本DMRSは、データ送信の際に必然的に送られる参照信号であるため、基本DMRSの時間
周波数位置は、比較的変化しない位置となる。基本DMRSと比較して、追加的なDMRSが高位
に位置する時間周波数リソースの中で例外が生起する確率。さらに、上記の複数の例の複
数の実装を使用することによって、追加的なDMRSが位置するリソースの中で例外が生起し
ているか否かを独立して決定し、例外が生起している時間周波数リソースをより慎重に判
別することが可能であり、例外が生起している時間周波数リソースのある特定の状況に基
づいて、情報ブロックを復調するべきであるか否か及び参照信号を使用することによって
情報ブロックをどのようにして復調するかを決定することが可能であり、それによって、
ある程度までスペクトラムの利用効率を改善することが可能である。
【０１３８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、位相誤差を計算するのに使用さ
れる。当該方法は、
　端末デバイスによって、参照信号を使用することなく位相誤差を計算するステップ、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第5のしきい値
を超えているときに、端末デバイスによって、参照信号を使用することなく位相誤差を計
算するステップ、又は、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第5のしきい値
を超えていないか又は達していないときに、端末デバイスによって、参照信号を使用する
ことによって位相誤差を計算するステップ、をさらに含む。
【０１３９】
　マルチアンテナシステム、特に、6[GHz]よりも高い帯域において動作するマルチアンテ
ナシステムの場合には、位相雑音のジッタは、通常、システムのパフォーマンスに影響を
与える要因のうちの1つである。端末は、PTRSを使用することによって位相誤差を計算す
るべきであるか否かを決定し、このことは、位相雑音の推定精度を改善するのに有利であ
り、それによって、端末デバイスは、受信信号を処理するプロセスにおいて、より精密に
位相雑音を補償し、データチャネルの受信精度を改善し、そして、不必要なデータチャネ
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ルの再送信を減少させ、それにより、システムの時間周波数リソースの利用効率をさらに
改善する。
【０１４０】
　第1のしきい値、第2のしきい値、第3のしきい値、第4のしきい値、及び第5のしきい値
のうちの少なくとも1つのしきい値は、通信規格、プロトコル、又は仕様によってあらか
じめ定義されていてもよく、或いは、ネットワークデバイスによって、シグナリングによ
り端末デバイスのために構成されていてもよいということを理解すべきである。ネットワ
ークデバイスが、シグナリングにより端末デバイスのための構成を実行するときに、ネッ
トワークデバイスは、物理層制御シグナリング、MAC層シグナリング、又は、RRC層シグナ
リングにより、端末デバイスのための構成を実行してもよい。このことは、この出願のそ
れらの複数の実施形態においては特には限定されない。
【０１４１】
　図1乃至図7を参照して、この出願の複数の実施形態の通信方法を詳細に説明してきた。
以下の記載は、図8乃至図11を参照して、この出願のそれらの複数の実施形態の装置を詳
細に説明する。図8乃至図11に示されている装置は、図1乃至図7における複数のステップ
を実装することが可能であるということを理解すべきである。繰り返しを回避するために
、本明細書においては、詳細は、再度説明されない。
【０１４２】
　図8は、この出願のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図
である。図8に示されている端末デバイス800は、受信ユニット810及び決定ユニット820を
含む。
【０１４３】
　受信ユニット810は、ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を受信するように構成
され、第1の指示情報は、端末デバイスの参照信号を受信するのに使用される第1の時間周
波数リソースを示す。
【０１４４】
　受信ユニット810は、さらに、ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を受信するよ
うに構成され、第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す。
【０１４５】
　決定ユニット820は、受信ユニットが受信する第2の指示情報にしたがって、第3の時間
周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するように構成
され、第3の時間周波数リソースは、
　第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リ
ソース、
　第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい
時間周波数リソース、又は、
　第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
【０１４６】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【０１４７】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではない
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ということを示すのに使用され、及び/又は、
　第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロック
グループCBGを示すのに使用され、再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGの以前
の送信において、第2の時間周波数リソースは、占有されている。
【０１４８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用される。
【０１４９】
　当該端末デバイスは、
　第1の送出ユニットをさらに含み、第1の送出ユニットは、第3の時間周波数リソースが
第1の時間周波数リソースに含まれているときに、ネットワークデバイスへの前記チャネ
ル状態情報の送出を省略するように構成されるか、
　第1の送出ユニットは、さらに、第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソース
に含まれているときに、当該端末デバイスによって、ネットワークデバイスに前記チャネ
ル状態情報及び第3の指示情報を送るように構成され、第3の指示情報は、チャネル状態情
報が無効であるということを示し、
　第1の送出ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、ネットワークデ
バイスへのチャネル状態情報の送出を省略するように構成されるか、又は、
　第1の送出ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、ネットワークデ
バイスにチャネル状態情報及び第3の指示情報を送るように構成され、第3の指示情報は、
チャネル状態情報が無効であるということを示す。
【０１５０】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用される。
【０１５１】
　当該端末デバイスは、
　第2の送出ユニットをさらに含み、第2の送出ユニットは、第1の時間周波数リソースに
対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、ネットワークデバイスにチャネル状態情報を送るように構成され、チャネル
状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外
の部分を使用することによって取得され、又は、
　第2の時間送出ユニットは、さらに、ネットワークデバイスにチャネル状態情報を送る
ように構成され、チャネル状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3
の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される。
【０１５２】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、第1の周波数領域リソ
ースは、システム帯域幅以下である。
【０１５３】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用さ
れる。
【０１５４】
　当該端末デバイスは、
　第1の復調ユニットをさらに含み、第1の復調ユニットは、第3の時間周波数リソースが
、第1の時間周波数リソースに含まれているときに、第3の時間周波数リソースにおける信
号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、少なくとも1
つの情報ブロックの復調を省略する、ように構成されるか、
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　第1の復調ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第2のしきい値に達しているか又は超えているときに、少なくとも1つの
情報ブロックの復調を省略するように構成されるか、及び/又は、
　第1の復調ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第2のしきい値に達していないか又は超えていないときに、少なくとも
、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソースの
部分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調するよ
うに構成される。
【０１５５】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、
　参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参照信号は
、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、第2
の復調参照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加的な復
調参照信号である。
【０１５６】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用さ
れ、参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参照信号
は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、
第2の復調参照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加的な
復調参照信号であり、第1の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第1の部分を占
有し、第2の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第2の部分を占有する。
【０１５７】
　当該端末デバイスは、
　第2の復調ユニットをさらに含み、第2の復調ユニットは、第3の時間周波数リソースが
、第1の部分に含まれているときに、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用するこ
となく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロッ
クの復調を省略する、ように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部
分との間の第1の交差部分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えている
ときに、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部
分との間の第1の交差部分セットの比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、少なくとも、第1の部分の中の第1の交差部分セット以外の時間周波数リソー
スの部分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部
分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えている
ときに、第2の復調参照信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部
分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、少なくとも、第2の部分の中の第2の交差部分セット以外の時間周波数リソー
スの部分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るように構成されるか、及び/又は、
　第2の復調ユニットは、さらに、第3の時間周波数リソースが、第2の部分に含まれてい
るときに、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの
情報ブロックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、よ
うに構成される。
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【０１５８】
　ある1つの選択的な実施形態において、受信ユニット810は、トランシーバー940であっ
てもよく、決定ユニット820は、プロセッサ920であってもよく、端末デバイスは、入力/
出力インターフェイス930及びメモリ910をさらに含んでもよく、詳細は、図9に示されて
いる。
【０１５９】
　図9は、この出願の他の実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図であ
る。図9に示されている端末デバイス900は、メモリ910、プロセッサ920、入力/出力イン
ターフェイス930、及びトランシーバー940を含んでもよい。メモリ910、プロセッサ920、
入力/出力インターフェイス930、及びトランシーバー940は、内部的な接続経路によって
互いに接続される。メモリ910は、命令を格納するように構成される。プロセッサ920は、
メモリ920の中に格納されている命令を実装して、入力データ及び情報を受信し、そして
、動作結果等のデータを出力するように入力/出力インターフェイス930を制御するように
構成されるとともに、信号を送るようにトランシーバー940を制御するように構成される
。
【０１６０】
　プロセッサ920は、スケジューリング要求SRを送信するのに使用される専有送信リソー
スを決定するように構成される。
【０１６１】
　トランシーバー940は、決定ユニットが決定する専有送信リソースにおいて、ネットワ
ークデバイスにSRを送るように構成される。
【０１６２】
　この出願の複数の実施形態においては、プロセッサ920は、汎用目的の中央処理ユニッ
ト(Central　Processing　Unit,　CPU)、マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路(Ap
plication　Specific　Integrated　Circuit,　ASIC)、或いは、1つ又は複数の集積回路
を使用することによって、関連するプログラムを実装して、この出願のそれらの複数の実
施形態によって提供される複数の技術的解決方法を実装してもよいということを理解すべ
きである。
【０１６３】
　さらに、トランシーバー940は、また、通信インターフェイスと称されてもよく、その
通信インターフェイスは、これらには限定されないが、例えば、トランシーバー等の送信
及び受信装置を使用することによって、端末900と他のデバイス又は通信ネットワークと
の間の通信を実装するということを理解すべきである。
【０１６４】
　メモリ910は、読み出し専用メモリ及びランダムアクセスメモリを含み、そして、プロ
セッサ920に命令及びデータを提供してもよい。プロセッサ920の一部は、不揮発性ランダ
ムアクセスメモリをさらに含んでもよい。例えば、プロセッサ920は、さらに、デバイス
のタイプの情報を格納してもよい。
【０１６５】
　ある1つの実装プロセスにおいては、プロセッサ920の中のハードウェア集積論理回路を
使用することによって、又は、ソフトウェアの形態の複数の命令を使用することによって
、上記の複数の方法の中の複数のステップを実装することが可能である。この出願の複数
の実施形態に関して開示されている通信方法は、ハードウェアプロセッサによって直接的
に実行されてもよく、又は、プロセッサの中のハードウェア及びソフトウェアモジュール
の組み合わせを使用することによって実行されてもよい。ソフトウェアモジュールは、ラ
ンダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ、プログラム可能な読み
取り専用メモリ、電気的に消去可能且つプログラム可能なメモリ、又は、レジスタ等のこ
の技術分野において成熟している記憶媒体の中に位置していてもよい。記憶媒体は、メモ
リ910の中に位置し、プロセッサ920は、メモリ910の中の情報を読み出し、そして、その
プロセッサのハードウェアと組み合わせて上記の複数の方法の複数のステップを遂行する
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。反復を避けるために、本明細書においては、詳細は繰り返しては説明されない。
【０１６６】
　この出願の複数の実施形態におけるプロセッサは、中央処理ユニット(central　proces
sing　unit,　CPU)であってもよく、或いは、さらに、他の汎用目的のプロセッサ、ディ
ジタル信号プロセッサ(digital　signal　processor,　DSP)、特定用途向け集積回路(app
lication　specific　integrated　circuit,　ASIC)、フィールドプログラマブルゲート
アレイ(field　programmable　gate　array,　FPGA)、又は、他のプログラム可能な論理
デバイス、個別のゲート又はトランジスタ論理デバイス、又は、個別のハードウェア構成
要素等であってもよいということを理解すべきである。その汎用目的のプロセッサは、マ
イクロプロセッサであってもよく、或いは、プロセッサは、いずれか従来のプロセッサ等
であってもよい。
【０１６７】
　図10は、この出願のある1つの実施形態にしたがった通信ネットワークデバイスの概略
的な構成図である。図10に示されているネットワークデバイス1000は、送出ユニット1010
及び第1の受信ユニット1020を含む。
【０１６８】
　送出ユニットは、端末デバイスに第1の指示情報を送るように構成され、第1の指示情報
は、端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リソースを示し
、
　送出ユニットは、さらに、端末デバイスに第2の指示情報を送るように構成され、第2の
指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、第2の指示情報は、さらに、第3の時間周
波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するのに使用され
、第3の時間周波数リソースは、
　第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リ
ソース、
　第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい
時間周波数リソース、又は、
　第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
【０１６９】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【０１７０】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではない
ということを示すのに使用され、又は、
　第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロック
グループCBGを示すのに使用され、再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGの以前
の送信において、第2の時間周波数リソースは、占有されている。
【０１７１】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第1の受信ユニットをさらに含み、第1の受信ユニットは、第3の時間周波数リソースが



(36) JP 2020-523893 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

第1の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバイスが送るチャネル状態情報
及び第3の指示情報を受信するように構成され、第3の指示情報は、チャネル状態情報が無
効であるということを示すか、又は、
　第1の受信ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、ネットワークデ
バイスが送るチャネル状態情報及び第3の指示情報を受信するように構成され、第3の指示
情報は、チャネル状態情報が無効であるということを示す。
【０１７２】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第2の受信ユニットをさらに含み、第2の受信ユニットは、第1の時間周波数リソースに
対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、端末デバイスが送るチャネル状態情報を受信するように構成され、チャネル
状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外
の部分を使用することによって取得されるか、又は、
　第2の受信ユニットは、さらに、端末デバイスが送るチャネル状態情報を受信するよう
に構成され、チャネル状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時
間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される。
【０１７３】
　選択的に、ある1つの実施形態において、チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソー
スに関連付けられ、第1の周波数領域リソースは、システム帯域幅以下である。
【０１７４】
　ある1つの選択的な実施形態において、送出ユニット1010及び第1の受信ユニット1020は
、トランシーバー1140であってもよく、ネットワークデバイスは、入力/出力インターフ
ェイス1130及びメモリ1110をさらに含んでもよく、詳細は、図11に示されている。
【０１７５】
　図11は、この出願の他の実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なブロッ
ク図である。図11に示されているネットワークデバイス1100は、メモリ1110、プロセッサ
1120、入力/出力インターフェイス1130、及びトランシーバー1140を含んでもよい。メモ
リ1110、プロセッサ1120、入力/出力インターフェイス1130、及びトランシーバー1140は
、内部的な接続経路によって互いに接続される。メモリ1110は、命令を格納するように構
成される。プロセッサ1120は、メモリ1120の中に格納されている命令を実装して、入力デ
ータ及び情報を受信し、そして、動作結果等のデータを出力するように入力/出力インタ
ーフェイス1130を制御するように構成されるとともに、信号を送るようにトランシーバー
1140を制御するように構成される。
【０１７６】
　トランシーバー1140は、端末デバイスに第1の指示情報を送るように構成され、第1の指
示情報は、端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リソース
を示し、そして、
　さらに、端末デバイスに第2の指示情報を送るように構成され、第2の指示情報は、第2
の時間周波数リソースを示し、第2の指示情報は、さらに、第3の時間周波数リソースが第
1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するのに使用され、第3の時間周波数
リソースは、
　第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リ
ソース、
　第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい
時間周波数リソース、又は、
　第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
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【０１７７】
　この出願の複数の実施形態においては、プロセッサ1120は、汎用目的の中央処理ユニッ
ト(Central　Processing　Unit,　CPU)、マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路(Ap
plication　Specific　Integrated　Circuit,　ASIC)、或いは、1つ又は複数の集積回路
を使用することによって、関連するプログラムを実装して、この出願のそれらの複数の実
施形態によって提供される複数の技術的解決方法を実装してもよいということを理解すべ
きである。
【０１７８】
　さらに、トランシーバー1140は、また、通信インターフェイスと称されてもよく、その
通信インターフェイスは、これらには限定されないが、トランシーバー等の送信及び受信
装置を使用することによって、ネットワークデバイス1100と他のデバイス又は通信ネット
ワークとの間の通信を実装するということを理解すべきである。
【０１７９】
　メモリ1110は、読み出し専用メモリ及びランダムアクセスメモリを含み、そして、プロ
セッサ1120に命令及びデータを提供してもよい。プロセッサ1120の一部は、不揮発性ラン
ダムアクセスメモリをさらに含んでもよい。例えば、プロセッサ1120は、さらに、デバイ
スのタイプの情報を格納してもよい。
【０１８０】
　ある1つの実装プロセスにおいては、プロセッサ1120の中のハードウェア集積論理回路
を使用することによって、又は、ソフトウェアの形態の複数の命令を使用することによっ
て、上記の複数の方法の中の複数のステップを実装することが可能である。この出願の複
数の実施形態に関して開示されている通信方法は、ハードウェアプロセッサによって直接
的に実行されてもよく、又は、プロセッサの中のハードウェア及びソフトウェアモジュー
ルの組み合わせを使用することによって実行されてもよい。ソフトウェアモジュールは、
ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ、プログラム可能な読
み取り専用メモリ、電気的に消去可能且つプログラム可能なメモリ、又は、レジスタ等の
この技術分野において成熟している記憶媒体の中に位置していてもよい。記憶媒体は、メ
モリ1110の中に位置し、プロセッサ1120は、メモリ1110の中の情報を読み出し、そして、
そのプロセッサのハードウェアと組み合わせて上記の複数の方法の複数のステップを遂行
する。反復を避けるために、本明細書においては、詳細は繰り返しては説明されない。
【０１８１】
　この出願の複数の実施形態におけるプロセッサは、中央処理ユニット(central　proces
sing　unit,　CPU)であってもよく、或いは、さらに、他の汎用目的のプロセッサ、ディ
ジタル信号プロセッサ(digital　signal　processor,　DSP)、特定用途向け集積回路(app
lication　specific　integrated　circuit,　ASIC)、フィールドプログラマブルゲート
アレイ(field　programmable　gate　array,　FPGA)、又は、他のプログラム可能な論理
デバイス、個別のゲート又はトランジスタ論理デバイス、又は、個別のハードウェア構成
要素等であってもよいということを理解すべきである。その汎用目的のプロセッサは、マ
イクロプロセッサであってもよく、或いは、プロセッサは、いずれか従来のプロセッサ等
であってもよい。
【０１８２】
　この出願の複数の実施形態におけるプロセッサは、中央処理ユニット(central　proces
sing　unit,　CPU)であってもよく、或いは、さらに、他の汎用目的のプロセッサ、ディ
ジタル信号プロセッサ(digital　signal　processor,　DSP)、特定用途向け集積回路(app
lication　specific　integrated　circuit,　ASIC)、フィールドプログラマブルゲート
アレイ(field　programmable　gate　array,　FPGA)、又は、他のプログラム可能な論理
デバイス、個別のゲート又はトランジスタ論理デバイス、又は、個別のハードウェア構成
要素等であってもよいということを理解すべきである。その汎用目的のプロセッサは、マ
イクロプロセッサであってもよく、或いは、プロセッサは、いずれか従来のプロセッサ等
であってもよい。
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【０１８３】
　さらに、この出願の複数の実施形態におけるメモリは、揮発性メモリ又は不揮発性メモ
リであってもよく、或いは、揮発性メモリ及び不揮発性メモリを含んでいてもよいという
ことを理解すべきである。不揮発性メモリは、読み取り専用メモリ(read-only　memory,
　ROM)、プログラム可能な読み取り専用メモリ(programmable　ROM,　PROM)、消去可能且
つプログラム可能な読み取り専用メモリ(erasable　PROM,　EPROM)、電気的に消去可能且
つプログラム可能な読み取り専用メモリ(electrically　EPROM,　EEPROM)、又はフラッシ
ュメモリであってもよい。揮発性メモリは、ランダムアクセスメモリ(random　access　m
emory,　RAM)であってもよく、外部キャッシュとして使用される。限定的ではなく例示的
な説明によって、例えば、静的なランダムアクセスメモリ(static　RAM,　SRAM)、動的な
ランダムアクセスメモリ(DRAM)、同期的な且つ動的なランダムアクセスメモリ(synchrono
us　DRAM,　SDRAM)、ダブルデータレートの同期的な且つ動的なランダムアクセスメモリ(
double　data　rate　SDRAM,　DDR　SDRAM)、強化型の同期的な且つ動的なランダムアク
セスメモリ(enhanced　SDRAM,　ESDRAM)、同期リンクの動的なランダムアクセスメモリ(s
ynchlink　DRAM,　SLDRAM)、及び直接的なメモリバスランダムアクセスメモリ(direct　r
ambus　RAM,　DR　RAM)等の複数の形態のランダムアクセスメモリ(random　access　memo
ry,　RAM)を使用することが可能である。
【０１８４】
　ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、又はそれらのいずれか組み合わせによ
って、上記の複数の実施形態のすべて又は一部を実装することが可能である。ソフトウェ
アを使用して、それらの複数の実施形態を実装するときに、上記の複数の実施形態は、完
全に又は部分的に、コンピュータプログラム製品の形態で実装されてもよい。コンピュー
タプログラム製品は、1つ又は複数のコンピュータ命令を含む。コンピュータプログラム
命令が、コンピュータによってロードされ、そして、実行されるときに、この出願の複数
の実施形態にしたがったプロセス又は機能のすべて又は一部が生成される。コンピュータ
は、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、コンピュータネットワーク、又は他のプログ
ラム可能な装置であってもよい。コンピュータ命令は、コンピュータ読み取り可能な記憶
媒体の中に格納されていてもよく、又は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体から他の
コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に送信されてもよい。例えば、(例えば、赤外線、
無線、又はマイクロ波等の)有線方式によって、ウェブサイト、コンピュータ、サーバ、
又はデータセンターから他のウェブサイト、他のコンピュータ、サーバ、又はデータセン
ターに、コンピュータ命令を送信してもよい。コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、
コンピュータによってアクセス可能ないずれかの使用可能な媒体であってもよく、或いは
、1つ又は複数の使用可能な媒体を組み込んであるサーバ又はデータセンター等のデータ
記憶デバイスであってもよい。使用可能な媒体は、(例えば、フロッピーディスク、ハー
ドディスク、又は磁気テープ等の)磁気媒体、(例えば、DVD等の)光媒体、又は半導体媒体
であってもよい。半導体媒体は、ソリッドステートドライブであってもよい。
【０１８５】
　本明細書の中の"及び/又は"の語は、複数の関連する対象物を説明するための関連性関
係を説明しているにすぎず、3つの関係が存在していてもよいということを示すというこ
とを理解すべきである。例えば、A及び/又はBは、Aのみが存在する、A及びBの双方が存在
する、Bのみが存在する、の3つの場合を示してもよい。加えて、この明細書の中の記号"/
"は、通常は、複数の関連する対象物の間の"又は"の関係を示している。
【０１８６】
　この出願のさまざまな実施形態において、上記の複数のプロセスの順序番号は、実行順
序を意味するものではないということを理解すべきである。それらの複数のプロセスの実
行順序は、それらの複数のプロセスの複数の機能及び内部論理にしたがって決定されるべ
きであり、この出願の複数の実施形態の実装プロセスに対するいかなる制限としても解釈
されるべきではない。
【０１８７】
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　当業者は、本明細書の中で開示されている複数の実施形態の中で説明されている複数の
例と関連して、電子的なハードウェアによって、又は、コンピュータソフトウェア及び電
子的なハードウェアの組み合わせによって、ユニット及びアルゴリズムのステップを実装
することが可能であるということを認識することが可能である。それらの複数の機能が、
ハードウェアによって実行されるか又はソフトウェアによって実行されるかは、複数の技
術的解決方法の特定の用途及び設計上の制約条件によって決まる。当業者は、複数の異な
る方法を使用して、各々の特定の用途のために、説明されている複数の機能を実装しても
よく、そのような実装は、この出願の範囲を超えると解釈されるべきではない。
【０１８８】
　当業者は、説明の容易さ及び簡潔さのために、上記のシステム、装置、及びユニットの
詳細な動作プロセスについては、上記の方法の実施形態における対応するプロセスを参照
するべきであるということを明確に理解することが可能であり、本明細書においては、詳
細は繰り返しては説明されない。
【０１８９】
　この出願によって提供される複数の実施形態のうちのいくつかにおいて、他の方式によ
って、開示されているシステム、装置、及び方法を実装することが可能であるということ
を理解すべきである。例えば、説明されている装置の実施形態は、ある1つの例であるに
すぎない。例えば、ユニットの分割は、論理的な機能の分割であるにすぎず、実際の実装
においては他の分割方式であってもよい。例えば、複数のユニット又は複数の構成要素を
組み合わせ、又は、一体化して、他のシステムとしてもよく、或いは、いくつかの特徴を
無視してもよく、又は、実行しなくてもよい。加えて、いくつかのインターフェイスを使
用することによって、示され又は説明されている相互の結合、直接的な結合、又は通信接
続を実装することが可能である。電気的な形態、機械的な形態、又は他の形態で、複数の
装置又は複数のユニットの間の非直接的な結合又は通信接続を実装することが可能である
。
【０１９０】
　複数の個別の部分として説明されている複数のユニットは、物理的に分離されていても
よく、又は、物理的に分離されていなくてもよく、複数のユニットとして示されている複
数の部分は、複数の物理的なユニットであってもよく、又は、複数の物理的なユニットで
なくてもよく、1つの場所に位置していてもよく、又は、複数のネットワークユニットに
分散されていてもよい。実際の要件に応じて、複数のユニットのうちのいくつか又はすべ
てを選択して、複数の実施形態の複数の解決方法の複数の目的を達成してもよい。
【０１９１】
　加えて、この出願の複数の実施形態における複数の機能ユニットを一体化して、1つの
処理ユニットとしてもよく、又は、複数のユニットのうちの各々のユニットは、物理的に
単独で存在してもよく、又は、2つ又はそれ以上のユニットを一体化して、1つのユニット
としてもよい。
【０１９２】
　それらの複数の機能が、ソフトウェア機能ユニットの形態で実装され、且つ、独立した
製品として販売され又は使用されるときに、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体の中に
それらの複数の機能を格納することが可能である。そのような理解に基づいて、この出願
の複数の技術的解決方法を、本質的に、或いは、先行技術に寄与する部分又はそれらの複
数の技術的解決方法のいくつかを、ソフトウェア製品の形態で実装することが可能である
。コンピュータソフトウェア製品は、記憶媒体に格納され、そして、いくつかの命令を含
み、それらのいくつかの命令は、この出願の複数の実施形態によって説明されている方法
の複数のステップのうちのすべて又はいくつかを実行するように、(パーソナルコンピュ
ータ、サーバ、又はネットワークデバイスであってもよい)コンピューティングデバイス
に指示する。上記の記憶媒体は、プログラムコードを格納することが可能であるUSBフラ
ッシュドライブ、取り外し可能なハードディスク、読み出し専用メモリ(ROM)、ランダム
アクセスメモリ(RAM)、磁気ディスク、又は、光ディスク等のいずれかの媒体を含む。
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【０１９３】
　上記の説明は、この出願の具体的な実装であるにすぎず、この出願の保護の範囲を限定
することを意図してはいない。この出願によって開示されている技術的範囲の中で、当業
者が容易に理解することが可能であるいずれかの変更又は置換は、この出願の保護の範囲
に含まれるものとする。したがって、この出願の保護の範囲は、特許請求の範囲の保護の
範囲にしたがうものとする。
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月21日(2020.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信方法であって、
　ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を端末デバイスによって受信するステップ
であって、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を受信するのに使用され
る第1の時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を前記端末デバイスによって受信する
ステップであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す、ステップと
、
　前記端末デバイスによって、前記第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソー
スが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するステップと、を含み
、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　方法。
【請求項２】
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループ(CBG)を示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信
されたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請
求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出
を省略するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3
の指示情報を送るステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無
効であるということを示す、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出を省略するステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステップであって、前
記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステップ、
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をさらに含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって、前記ネ
ットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送るステップであって、前記チャネル状態
情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース
以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送る
ステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソー
スの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される、
ステップ、をさらに含む、請求項1乃至3のうちのいずれか1項に記載の方法。
【請求項５】
　前記チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数
領域リソースは、システム帯域幅以下である、請求項3又は4に記載の方法。
【請求項６】
　前記参照信号は、前記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに
、前記端末デバイスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用するこ
となく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情
報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記少なく
とも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、及び/又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって、少なく
とも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の時間周波
数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するステップ、をさらに含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項７】
　前記参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、前記参照信号は、第1の復調
参照信号及び第2の復調参照信号を含み、
　前記第1の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され
る基本復調参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロッ
クを復調するのに使用される追加的な復調参照信号である、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記参照信号は、前記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
用され、前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の
復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調
参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るのに使用される追加的な復調参照信号であり、前記第1の復調参照信号は、前記第1の時
間周波数リソースの第1の部分を占有し、前記第2の復調参照信号は、前記第1の時間周波
数リソースの第2の部分を占有し、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
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調を省略する、ステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第1の部分の中の前記第1の交差部分セット以外
の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第2の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略する、ステップ、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記第2の復調参照信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情
報ブロックを復調するステップ、及び/又は、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第2の部分の中の前記第2の交差部分セット以外
の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、をさらに含む、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項９】
　通信方法であって、
　ネットワークデバイスによって、端末デバイスに第1の指示情報を送るステップであっ
て、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の
時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスによって、前記端末デバイスに第2の指示情報を送るステッ
プであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、前記第2の指示情
報は、さらに、第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれている
か否かを決定するのに使用され、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　方法。
【請求項１０】
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループ(CBG)を示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信
されたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請
求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデ
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バイスによって受信するステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情
報が無効であるということを示す、ステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状
態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであっ
て、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステ
ップ、をさらに含む、請求項9又は10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスが送る前記チャネ
ル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであって、前記チャネ
ル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リ
ソース以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受
信するステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数
リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得さ
れる、ステップ、をさらに含む、請求項9乃至11のうちのいずれか1項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数
領域リソースは、システム帯域幅以下である、請求項11又は12に記載の方法。
【請求項１４】
　端末デバイスであって、
　ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を受信し、前記第1の指示情報は、当該端末
デバイスの参照信号を受信するのに使用される第1の時間周波数リソースを示し、
　前記ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を受信する、ように構成される受信ユ
ニットであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す、受信ユニット
と、
　前記受信ユニットが受信する前記第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソー
スが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するように構成される決
定ユニットと、を含み、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　端末デバイス。
【請求項１５】
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループ(CBG)を示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信
されたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請
求項14に記載の端末デバイス。
【請求項１６】
　前記参照信号は、当該端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該端末デバイスは、
　第1の送出ユニットをさらに含み、前記第1の送出ユニットは、前記第3の時間周波数リ
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ソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、前記ネットワークデバイ
スへの前記チャネル状態情報の送出を省略するか、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を送り、前記第3の
指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示すか、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記ネットワークデバイスへの前記チャ
ネル状態情報の送出を省略するか、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記ネットワークデバイスに前記チャネ
ル状態情報及び第3の指示情報を送る、ように構成され、前記第3の指示情報は、前記チャ
ネル状態情報が無効であるということを示す、請求項14又は15に記載の端末デバイス。
【請求項１７】
　前記参照信号は、当該端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該端末デバイスは、
　第2の送出ユニットをさらに含み、前記第2の送出ユニットは、前記第1の時間周波数リ
ソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか
又は超えていないときに、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送り、前
記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間
周波数リソース以外の部分を使用することによって取得されるか、又は、
　前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送る、ように構成され、前記チャ
ネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数
リソース以外の部分を使用することによって取得される、請求項14乃至16のうちのいずれ
か1項に記載の端末デバイス。
【請求項１８】
　前記参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
用され、
　当該端末デバイスは、
　第1の復調ユニットをさらに含み、前記第1の復調ユニットは、前記第3の時間周波数リ
ソースが、前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、前記第3の時間周波数リ
ソースにおける信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調する
か、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するか、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略するか、及び/又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの前記比率が、前
記第2のしきい値に達していないか又は超えていないときに、少なくとも、前記第1の時間
周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソースの部分に
おける信号を使用することによって、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調する、よ
うに構成される、請求項14又は15に記載の端末デバイス。
【請求項１９】
　前記参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、
　前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の復調参
照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信
号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに
使用される追加的な復調参照信号である、請求項18に記載の端末デバイス。
【請求項２０】
　前記参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使
用され、前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の
復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調
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参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るのに使用される追加的な復調参照信号であり、前記第1の復調参照信号は、前記第1の時
間周波数リソースの第1の部分を占有し、前記第2の復調参照信号は、前記第1の時間周波
数リソースの第2の部分を占有し、
　当該端末デバイスは、
　第2の復調ユニットをさらに含み、前記第2の復調ユニットは、前記第3の時間周波数リ
ソースが、前記第1の部分に含まれているときに、前記第3の時間周波数リソースにおける
信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記
少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するか、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記少な
くとも1つの情報ブロックの復調を省略するか、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えていないときに、少な
くとも、前記第1の部分の中の前記第1の交差部分セット以外の時間周波数リソースの部分
における信号を使用することによって、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか
、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記第2の
復調参照信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えていないときに、少な
くとも、前記第2の部分の中の前記第2の交差部分セット以外の時間周波数リソースの部分
における信号を使用することによって、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか
、及び/又は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第2の部分に含まれているときに、前記第3の時
間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情報ブロック
を復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ように構成
される、請求項14又は15に記載の端末デバイス。
【請求項２１】
　ネットワークデバイスであって、
　端末デバイスに第1の指示情報を送り、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照
信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リソースを示し、そして、
　前記端末デバイスに第2の指示情報を送る、ように構成される送出ユニットを含み、前
記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、前記第2の指示情報は、さらに、
第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定す
るのに使用され、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、
　ネットワークデバイス。
【請求項２２】
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループ(CBG)を示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信
されたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている、請
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求項21に記載のネットワークデバイス。
【請求項２３】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第1の受信ユニットをさらに含み、前記第1の受信ユニットは、前記第3の時間周波数リ
ソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、前記端末デバイスが送る
前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を受信し、前記第3の指示情報は、前記チャネル
状態情報が無効であるということを示すか、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状
態情報及び第3の指示情報を受信する、ように構成され、前記第3の指示情報は、前記チャ
ネル状態情報が無効であるということを示す、請求項21又は22に記載のネットワークデバ
イス。
【請求項２４】
　前記参照信号は、前記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第2の受信ユニットをさらに含み、前記第2の受信ユニットは、前記第1の時間周波数リ
ソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか
又は超えていないときに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を受信し、前記
チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周
波数リソース以外の部分を使用することによって取得されるか、又は、
　前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を受信する、ように構成され、前記チャ
ネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数
リソース以外の部分を使用することによって取得される、請求項21乃至23のうちのいずれ
か1項に記載のネットワークデバイス。
【請求項２５】
　命令を含むコンピュータプログラムであって、コンピュータによって実行されると、前
記命令は、請求項1乃至8のうちのいずれか1項に記載の方法を前記コンピュータに実行さ
せる、コンピュータプログラム。
【請求項２６】
　命令を含むコンピュータプログラムであって、コンピュータによって実行されると、前
記命令は、請求項9乃至13のうちのいずれか1項に記載の方法を前記コンピュータに実行さ
せる、コンピュータプログラム。
【請求項２７】
　通信システムであって、請求項14乃至20のうちのいずれか1項に記載の端末デバイス及
び請求項21乃至24のうちのいずれか1項に記載のネットワークデバイスを含む、通信シス
テム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[関連出願への相互参照]
　この出願は、2017年6月15日付で出願された"通信方法、端末デバイス、及びネットワー
クデバイス"と題する中国特許出願番号第201710454129.3号に基づく優先権を主張し、そ
の内容は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
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　[技術分野]
　この出願は、通信分野に関し、より具体的には、通信方法、端末デバイス、及びネット
ワークデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　参照信号(Reference　Signal,　RS)は、また、"パイロット信号"と称される。ロングタ
ームエボリューション(Long　Term　Evolution,　LTE)システムにおいては、端末デバイ
スは、参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソースにおいて参照信号を受信し
た後に、その参照信号を直接的に使用して、チャネル推定、チャネル検出、又はデータ復
調等の目的を達成する。
【０００４】
　しかしながら、5G通信システムにおいては、複数の異なるタイプのサービスが存在し、
それらの複数の異なるタイプのサービスが必要とする送信要件は異なる。それらの複数の
異なるタイプのサービスの送信要件を満足するために、干渉又はリソースの先取り(preem
ption)の状況が存在する場合がある。例えば、ネットワークデバイスが、拡張モバイルブ
ロードバンド(enhanced　mobile　broadband,　eMBB)サービスのデータを送信するプロセ
スの際に、超高信頼性及び低遅延通信(ultra　reliable　and　low　latency　communica
tions,　URLLC)サービスのデータを送信する必要がある。URLLCサービスを送信するのに
必要となるより短い送信待ち時間を満足するために、ネットワークデバイスは、eMBBサー
ビスのデータを送信するために割り当てられているとともに使用される時間周波数リソー
スにおいて、URLLCサービスのデータを送信してもよい。この場合には、URLLCサービスの
データは、eMBBサービスを送信する端末に参照信号を送信するためにもともと使用されて
いる時間周波数リソースを占有する可能性が極めて高い。
【０００５】
　したがって、端末デバイスが、参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
において信号を受信した後に、チャネル推定、チャネル検出、又はデータ復調のために、
その受信した信号を直接的に使用する場合には、そのチャネル推定、チャネル検出、又は
データ復調の信頼性を減少させる。
【発明の概要】
【０００６】
　この出願は、通信方法、端末デバイス、及びネットワークデバイスを提供し、端末デバ
イスが実行するチャネル推定、チャネル検出、又はデータ復調の信頼性を改善するのに有
利である。
【０００７】
　第1の態様によれば、通信方法であって、
　ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を端末デバイスによって受信するステップ
であって、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を受信するのに使用され
る第1の時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を前記端末デバイスによって受信する
ステップであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す、ステップと
、
　前記端末デバイスによって、前記第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソー
スが前記第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するステップと、を含み
、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、通
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信方法が提供される。
【０００８】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【０００９】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記第2の指示情報は
、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではないということを
示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている。
【００１０】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出
を省略するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3
の指示情報を送るステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無
効であるということを示す、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスへの前記チャネル状態情報の送出を省略するステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記ネット
ワークデバイスに前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステップであって、前
記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステップ、
をさらに含む。
【００１１】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスが前記チャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって、前記ネ
ットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送るステップであって、前記チャネル状態
情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース
以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスによって、前記ネットワークデバイスに前記チャネル状態情報を送る
ステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソー
スの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される、
ステップ、をさらに含む。
【００１２】
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　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記チャネル状態情
報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数領域リソースは、シス
テム帯域幅以下である。
【００１３】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の時間周波数リソースの中に含まれていると
きに、前記端末デバイスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用す
ることなく、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つ
の情報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスによって、前記少なく
とも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、及び/又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第2の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスによって、少なく
とも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の時間周波
数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するステップ、をさらに含む。
【００１４】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、第1
の復調参照信号のみを含むか、又は、前記参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調
参照信号を含み、
　前記第1の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され
る基本復調参照信号であり、前記第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロッ
クを復調するのに使用される追加的な復調参照信号である。
【００１５】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用され、前記参照信号
は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、前記第1の復調参照信号は、前記
少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、前記
第2の復調参照信号は、前記少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加
的な復調参照信号であり、前記第1の復調参照信号は、前記第1の時間周波数リソースの第
1の部分を占有し、前記第2の復調参照信号は、前記第1の時間周波数リソースの第2の部分
を占有し、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第1の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略する、ステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、
　前記第1の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第1の部分との間の第1の交
差部分セットの比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第1の部分の中の前記第1の交差部分セット以外
の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、
　前記第3の時間周波数リソースが、前記第2の部分に含まれているときに、前記端末デバ
イスによって、前記第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、前記少
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なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、前記少なくとも1つの情報ブロックの復
調を省略する、ステップ、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末
デバイスによって、前記第2の復調参照信号を使用することなく、前記少なくとも1つの情
報ブロックを復調するステップ、及び/又は、
　前記第2の部分に対する前記第3の時間周波数リソースと前記第2の部分との間の第2の交
差部分セットの比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えていないときに、前記
端末デバイスによって、少なくとも、前記第2の部分の中の前記第2の交差部分セット以外
の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、前記少なくとも1つ
の情報ブロックを復調するステップ、をさらに含む。
【００１６】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、位
相誤差を計算するのに使用され、当該方法は、
　前記端末デバイスによって、前記参照信号を使用することなく前記位相誤差を計算する
ステップ、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第5の
しきい値を超えているときに、前記端末デバイスによって、前記参照信号を使用すること
なく前記位相誤差を計算するステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第5の
しきい値を超えていないか又は達していないときに、前記端末デバイスによって、前記参
照信号を使用することによって前記位相誤差を計算するステップ、をさらに含む。
【００１７】
　第1の態様に関して、第1の態様のある1つの可能な実装において、第1のしきい値、第2
のしきい値、第3のしきい値、第4のしきい値、及び第5のしきい値のうちの少なくとも1つ
のしきい値は、通信規格、プロトコル、又は仕様によってあらかじめ定義されていてもよ
く、或いは、ネットワークデバイスによって、シグナリングにより端末デバイスのために
構成されていてもよい。ネットワークデバイスが、シグナリングにより端末デバイスのた
めの構成を実行するときに、ネットワークデバイスは、物理層制御シグナリング、MAC層
シグナリング、又は、RRC層シグナリングにより、端末デバイスのための構成を実行して
もよい。
【００１８】
　第2の態様によれば、通信方法であって、
　ネットワークデバイスによって、端末デバイスに第1の指示情報を送るステップであっ
て、前記第1の指示情報は、前記端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の
時間周波数リソースを示す、ステップと、
　前記ネットワークデバイスによって、前記端末デバイスに第2の指示情報を送るステッ
プであって、前記第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、前記第2の指示情
報は、さらに、第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれている
か否かを決定するのに使用され、前記第3の時間周波数リソースは、
　前記第1の時間周波数リソース及び前記第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間
周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　前記第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小
さい時間周波数リソース、又は、
　前記第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である、通
信方法が提供される。
【００１９】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を送信するのに使用されているが例外を有している時間
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周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【００２０】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、
　前記第2の指示情報は、さらに、前記第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能
ではないということを示すのに使用され、及び/又は、
　前記第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロ
ックグループCBGを示すのに使用され、前記再送信された符号ブロック又は前記再送信さ
れたCBGの以前の送信において、前記第2の時間周波数リソースは、占有されている。
【００２１】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第3の時間周波数リソースが前記第1の時間周波数リソースに含まれているときに、
前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデ
バイスによって受信するステップであって、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情
報が無効であるということを示す、ステップ、又は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達しているか又は超えているときに、前記端末デバイスが送る前記チャネル状
態情報及び第3の指示情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであっ
て、前記第3の指示情報は、前記チャネル状態情報が無効であるということを示す、ステ
ップ、をさらに含む。
【００２２】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、前記参照信号は、前
記端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該方法は、
　前記第1の時間周波数リソースに対する前記第3の時間周波数リソースの比率が、第1の
しきい値に達していないか又は超えていないときに、前記端末デバイスが送る前記チャネ
ル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受信するステップであって、前記チャネ
ル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数リソースの中の前記第3の時間周波数リ
ソース以外の部分を使用することによって取得される、ステップ、又は、
　前記端末デバイスが送る前記チャネル状態情報を前記ネットワークデバイスによって受
信するステップであって、前記チャネル状態情報は、少なくとも、前記第1の時間周波数
リソースの中の前記第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得さ
れる、ステップ、をさらに含む。
【００２３】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、前記チャネル状態情
報は、前記第1の周波数領域リソースに関連付けられ、前記第1の周波数領域リソースは、
システム帯域幅以下である。
【００２４】
　第2の態様に関して、第2の態様のある1つの可能な実装において、第1のしきい値は、通
信規格、プロトコル、又は仕様によってあらかじめ定義されていてもよく、或いは、ネッ
トワークデバイスによって、シグナリングにより端末デバイスのために構成されていても
よい。ネットワークデバイスが、シグナリングにより端末デバイスのための構成を実行す
るときに、ネットワークデバイスは、物理層制御シグナリング、MAC層シグナリング、又
は、RRC層シグナリングにより、端末デバイスのための構成を実行してもよい。
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【００２５】
　第3の態様によれば、第1の態様を実行するための複数のモジュールを含む端末デバイス
が提供される。
【００２６】
　第4の態様によれば、第2の態様を実行するための複数のモジュールを含むネットワーク
デバイスが提供される。
【００２７】
　第5の態様によれば、トランシーバー、プロセッサ、及びメモリを含む端末デバイスが
提供される。プロセッサは、信号を送信し及び受信するようにトランシーバーを制御する
ように構成され、メモリは、コンピュータプログラムを格納するように構成され、プロセ
ッサは、メモリからコンピュータプログラムを呼び出し、そして、コンピュータプログラ
ムを実行する、ように構成されて、端末デバイスが第1の態様にしたがった方法を実行す
ることを可能にする。
【００２８】
　第6の態様によれば、トランシーバー、プロセッサ、及びメモリを含むネットワークデ
バイスが提供される。プロセッサは、信号を送信し及び受信するようにトランシーバーを
制御するように構成され、メモリは、コンピュータプログラムを格納するように構成され
、プロセッサは、メモリからコンピュータプログラムを呼び出し、そして、コンピュータ
プログラムを実行する、ように構成されて、ネットワークデバイスが第2の態様にしたが
った方法を実行することを可能にする。
【００２９】
　第7の態様によれば、コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラム製
品が提供され、そのコンピュータプログラムコードは、実行されると、上記の複数の態様
にしたがった方法を実行するのに使用される。
【００３０】
　第8の態様によれば、プログラムコードを格納するコンピュータ読み取り可能な媒体が
提供され、そのプログラムコードは、上記の複数の態様にしたがった方法を実行するのに
使用される命令を含む。
【００３１】
　第9の態様によれば、プロセッサ及びメモリを含むチップが提供され、プロセッサは、
上記の複数の態様にしたがった方法を実行するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】この出願のある1つの実施形態が適用される無線通信システム100を示す。
【図２】URLLCサービスのデータが、eMBBサービスのデータを送信するのに使用される時
間周波数リソースを先取りする場合の概略的な図である。
【図３】この出願のある1つの実施形態にしたがった通信方法の概略的なフローチャート
である。
【図４】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図５】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図６】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図７】この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時
間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。
【図８】この出願のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図
である。
【図９】この出願の他の実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図である
。



(55) JP 2020-523893 A 2020.8.6

【図１０】この出願のある1つの実施形態にしたがった通信ネットワークデバイスの概略
的な構成図である。
【図１１】この出願の他の実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なブロッ
ク図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下の記載は、複数の添付の図面を参照して、この出願の複数の技術的解決方法を説明
する。
【００３４】
　図1は、この出願のある1つの実施形態が適用される無線通信システム100を示している
。無線通信システム100は、ネットワークデバイス110を含んでもよい。ネットワークデバ
イス110は、端末デバイスとの間で通信するデバイスであってもよい。ネットワークデバ
イス110は、ある特定の地理的区域のための通信カバレッジを提供してもよく、そのカバ
レッジ区域の中に位置している端末デバイス120と通信することが可能である。
【００３５】
　図1は、ある1つの例として、1つのネットワークデバイス及び2つの端末を示している。
選択的に、無線通信システム100は、複数のネットワークデバイスを含んでもよく、各々
のネットワークデバイスのカバレッジエリアの中に、他の数の端末が含まれていてもよい
。このことは、この出願のこの実施形態においては限定されない。
【００３６】
　選択的に、無線通信システム100は、ネットワークコントローラ及びモビリティ管理エ
ンティティ等の他のネットワークエンティティをさらに含んでもよい。このことは、この
出願の複数の実施形態においては限定されない。
【００３７】
　この出願のそれらの複数の技術的解決方法は、汎欧州ディジタル移動体通信システム(G
lobal　System　for　Mobile　communication)、符号分割多元接続(Code　Division　Mul
tiple　Access,　CDMA)システム、広帯域符号分割多元接続(Wideband　Code　Division　
Multiple　Access,　WCDMA)システム、汎用パケット無線サービス(General　Packet　Rad
io　Service,　GPRS)システム、ロングタームエボリューション(Long　Term　Evolution,
　LTE)システム、ロングタームエボリューションアドバンスト(Advanced　long　term　e
volution,　LTE-A)システム、ユニバーサル移動体通信システム(Universal　Mobile　Tel
ecommunication　System,　UMTS)、新たな無線(New　Radio　Access　Technology,　NR)
、及び、5Gシステム等のさまざまな通信システムに適用されてもよいということを理解す
べきである。
【００３８】
　さらに、この出願の複数の実施形態において、端末デバイスは、これらには限定されな
いが、移動局(Mobile　Station,　MS)、移動端末(Mobile　Terminal)、移動電話(Mobile
　Telephone)、ユーザ機器(User　Equipment,　UE)、ハンドセット(handset)、及び携帯
用機器(portable　equipment)等を含んでもよいということを理解すべきである。端末デ
バイスは、無線アクセスネットワーク(Radio　Access　Network,　RAN)を使用することに
よって、1つ又は複数のコアネットワークと通信することが可能である。例えば、端末デ
バイスは、移動電話であってもよく(又は、"セルラー"電話と称されてもよい)、又は、無
線通信機能を有するコンピュータであってもよく、ユーザ機器は、さらに、携帯型装置、
ポケットサイズの装置、ハンドヘルド装置、コンピュータ内蔵型の装置、又は、車載型の
移動装置であってもよい。
【００３９】
　この出願の複数の実施形態において、ネットワークデバイスは、基地局、送信及び受信
点(Transmit　and　Receive　Point,　TRP)、又はアクセスポイント等のネットワークデ
バイスであってもよく、基地局は、GSM又はCDMAの基地局装置(Base　Transceiver　Stati
on,　BTS)、WCDMAのNodeB(NodeB)、LTEの進化型NodeB(evolved　NodeB,　eNB、又は、e-N
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odeB)、又はNR又は5Gの基地局(gNB)であってもよい。このことは、この出願のそれらの複
数の実施形態においては特には限定されない。
【００４０】
　理解を容易にするために、図1に示されている通信システムを参照して、この出願のそ
れらの複数の実施形態における通信方法が適用可能である通信シナリオを簡潔に説明する
。以下の複数のシナリオは、この出願のそれらの複数の実施形態の通信方法の有益な理解
のために列記されている特定のシナリオであるにすぎないということを理解すべきであり
、この出願のそれらの複数の実施形態の通信方法が適用可能である通信シナリオは、この
出願のそれらの複数の実施形態においては特には限定されない。
【００４１】
　シナリオ1:　参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソースが先取りされてい
る。
【００４２】
　典型的なURLLCサービスは、通常、工業生産プロセス又は製造プロセスにおける無線に
よる制御、自動運転車両及び自動操縦航空機における運動制御、遠隔調整、及び遠隔操作
等の触知性の且つ対話型のアプリケーションを含む。それらのサービスの主たる特徴は、
信頼性が極めて高いこと及び待ち時間が比較的小さいことである。URLLCサービスのパケ
ットは、通常、(例えば、32バイト、50バイト、及び200バイト等の)小さなパケットであ
り、それらのURLLCサービスのパケットは、突然に且つランダムに生成される。おそらく
、いかなるパケットも長時間にわたって生成されないか、又は、複数のパケットが極めて
短い時間の中で生成される。URLLCサービスの送信特性を満足するために、通信システム
においては、より短い時間スケジューリング単位を使用して、URLLCサービスのパケット
をスケジューリングすることが可能である。例えば、最小時間スケジューリング単位とし
て、シンボル、ミニスロット(mini-slot)、又は、より大きなサブキャリア間隔を有する
スロットを使用してもよい。
【００４３】
　典型的なeMBBサービスは、ウェブページブラウジング、データ送信、ビデオブロードキ
ャスト、及び超高精細ビデオ等を含む。それらのサービスの主たる特徴は、送信されるデ
ータの量が大きいこと及び送信速度が高いことである。したがって、通常は、データを送
信するために、比較的長い時間スケジューリング単位を使用して、送信効率を改善する。
例えば、7個の時間領域シンボルに対応するように、15[kHz]のサブキャリア間隔を有する
スロットを使用し、対応する時間長は、0.5[ms]となる。複数のURLLCサービスのデータの
場合には、通常、比較的短い時間スケジューリング単位を使用して、極めて短い待ち時間
の要件を満足する。例えば、7個の時間領域シンボルに対応するように、15[kHz]のサブキ
ャリア間隔を有する2つの時間領域シンボル又は60[kHz]のサブキャリア間隔を有する1つ
のスロットを使用し、対応する時間長は、0.125[ms]となる。
【００４４】
　URLLCサービスのデータは、突然に且つランダムに生成されて、システムリソースの利
用率を改善するので、ダウンリンク送信プロセスにおいては、ネットワークデバイスは、
通常は、URLLCサービスのデータのための特定の時間周波数リソースを予約しない。ネッ
トワークデバイスの中にURLLCサービスの送られるべきデータが存在しているときは、URL
LCサービスのデータの送信のために必要となる比較的短い送信待ち時間を満足するために
、ネットワークデバイスは、現時点でスケジュールされているeMBBサービスのデータの送
信を完了した後に、URLLCサービスのデータの送信を待つことができない。ネットワーク
デバイスは、通常、リソース先取り方式によって、URLLCサービスのデータのため時間周
波数リソースを割り当てる。
【００４５】
　図2は、URLLCサービスのデータが、eMBBサービスのデータを送信するのに使用される時
間周波数リソースを先取りする場合の概略的な図である。図2に示されているような時間
周波数リソースの概略的な図から、ネットワークデバイスは、すでに割り当てられている
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とともに、URLLCサービスのデータの送信のためのeMBBサービスのデータを送信するのに
使用される時間周波数リソースのうちの一部又はすべての時間周波数リソースを選択する
ということを理解することが可能である。この状況で、ネットワークデバイスは、URLLC
サービスのデータが先取りする時間周波数リソースにおいて、eMBBサービスのデータを送
信しない場合がある。
【００４６】
　加えて、URLLCサービスの送信に必要となる比較的小さな待ち時間及び比較的高い信頼
性に起因して、ネットワークデバイスは、URLLCサービスのための最も適切な周波数領域
リソースを選択して、URLLCサービスの信頼性を保証する場合がある。この場合には、(eM
BBサービスのデータを送信する端末デバイスであってもよく、説明の簡潔さのために、以
下の記載において、略して、"eBMM端末デバイス"と称される)1つより多くの端末デバイス
が存在してもよく、それらの1つより多くの端末デバイスの時間周波数リソースは、URLLC
サービスによって先取りされてもよい。加えて、ネットワークデバイスが端末デバイスの
ために割り当てる合計の時間周波数リソースの量に対するURLLCサービスが先取りする複
数の異なるeMBB端末デバイスの時間周波数リソースの量の比率は、また、異なっている場
合がある。
【００４７】
　システム負荷が軽いときは、ネットワークデバイスは、URLLCサービスのデータのため
の時間周波数リソースを先取りする際に、eMBBサービスのデータを送信するのに使用され
る時間周波数リソースを可能な限り回避するか、又は、少なくとも、eMBBサービスを送信
する際に、(参照信号等の)重要な信号の送信リソースを回避してもよい。これに対して、
システム負荷が比較的重いときは、ネットワークデバイスが、URLLCサービスのデータの
ための時間周波数リソースを先取りする際に、特に、eMBBサービスのデータを送信するプ
ロセスにおいて、参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソースを避けることは
困難である。この状況で、eMBB端末デバイスが、チャネル推定、チャネル検出、又はデー
タ復調のために、先取りされた時間周波数リソースにおいて受信した信号を直接的に使用
する場合には、ある程度まで、チャネル推定又はチャネル検出の精度を低下させる場合が
あるか、又は、データ復調の失敗につながる場合がある。
【００４８】
　シナリオ2:　(参照信号又はデータ信号等の)信号を送信するのに使用される時間周波数
リソースが、削除されている。
【００４９】
　端末デバイスが参照信号を送信するための時間周波数リソースを割り当てた後に、ネッ
トワークデバイスは、その時間周波数リソースを使用することによって、その時間周波数
リソースにおいて、隣接するセルの干渉を測定する等の他の動作を完了することを決定し
てもよい。最後に、もともと参照信号を送信するのに使用されている時間周波数リソース
を削除する。具体的にいうと、ネットワークデバイスは、もともと信号を送信するのに指
定されている時間周波数リソースにおいては、信号を送信することはなく、また、他の信
号を送信することもない。
【００５０】
　この場合には、端末デバイスは、依然として、削除された時間周波数リソースにおいて
信号を受信して、意味のない端末の動作を実行する。
【００５１】
　シナリオ3:　信号及び他の信号は、(参照信号又はデータ信号等の)その信号を送信する
のに使用される時間周波数リソースにおいて送信される。
【００５２】
　1.　他の信号が、端末デバイスへの"有用な信号"であるとき、すなわち、信号及び他の
信号は、端末デバイスにその信号を送信するのに使用される時間周波数リソースにおいて
同時に送信される(このことは、信号を送信するのに使用される時間周波数リソースの多
重化として理解することが可能である)。
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【００５３】
　他の信号を送るネットワークデバイス及びその信号を送るネットワークデバイスは、同
じネットワークデバイスであってもよく又は複数の異なるネットワークデバイスであって
もよく、或いは、他の信号の送信端は、他の端末デバイスであってもよいということを理
解すべきである。
【００５４】
　さらに、例えば、複数の異なる変調方法によって信号及び他の信号を送るといったよう
に、信号及び他の信号のために複数の異なる信号特徴を使用することが可能であり、又は
、複数の異なるビームによって信号及び他の信号を送ることが可能であり、それによって
、端末デバイスは、その信号を送信するのに使用される時間周波数リソースにおいて、そ
の信号及び他の信号を区別することが可能であるということを理解すべきである。
【００５５】
　この場合には、端末デバイスが、依然として、信号を送信するのに使用される時間周波
数リソースにおいて、その信号のみを受信する場合には、"その有用な信号"、すなわち、
他の信号の受信を省略してもよい。
【００５６】
　2.　他の信号が、端末デバイスへの干渉信号であり、例えば、干渉信号の送信電力が大
きいといったように、その信号に対する干渉信号の干渉の度合が比較的高いときは、その
信号の受信の信頼性に影響を与える場合がある。
【００５７】
　その信号が参照信号である場合、この場合には、端末デバイスが、依然として、その受
信した"信頼できない"参照信号を直接的に使用している場合には、チャネル推定又はチャ
ネル検出の精度を減少させる場合があり、或いは、データ復調の失敗につながる場合ある
。その信号がデータ信号であり、端末デバイスが、依然として、その受信した"信頼でき
ない"データ信号を直接的に使用している場合には、そのデータ信号を正しく復号化する
確率を低下させる場合がある。
【００５８】
　ある程度まで上記の複数の異なる通信シナリオにおける問題を解決するために、以下の
記載は、図3を参照して、この出願の複数の実施形態における通信方法を詳細に説明する
。
【００５９】
　図3は、この出願のある1つの実施形態にしたがった複数のデバイスによる対話の観点か
らの通信方法の概略的なフローチャートである。図3は、この出願のこの実施形態の通信
方法の複数の通信ステップ又は複数の通信動作を示しているが、それらのステップ又は動
作は、例であるにすぎないということを理解すべきである。この出願のこの実施形態にお
いて、さらに、図3における他の動作又はそれらの動作のさまざまな変形を実行してもよ
い。加えて、図3の複数のステップは、図3に示されている順序とは異なる順序で実行する
ことが可能であり、場合によっては、図3のすべての動作を実行する必要はない。
【００６０】
　310.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに第1の指示情報を送り、その第1の指示
情報は、端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リソースを
示す。
【００６１】
　具体的には、第1の時間周波数リソースは、端末デバイスの参照信号を送信するのに使
用される時間周波数リソースのうちのすべて又は一部であってもよい。例えば、第1の時
間周波数リソースは、同じタイプの参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソー
スであってもよい。他の例では、通信システムは、マルチアンテナシステムであり、同じ
タイプの参照信号は、複数のポートに対応し、第1の時間周波数リソースは、さらに、同
じポートの参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソースであってもよい。
【００６２】
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　参照信号は、チャネル状態情報参照信号(Channel　State　Information-Reference　Si
gnal,　CSIRS)、復調参照信号(Demodulation　Reference　Signal,　DMRS)、及び、位相
追跡参照信号(Phase-tracking　reference　signal,　PTRS)等の参照信号うちの少なくと
も1つであってもよい。
【００６３】
　CSIRSは、端末デバイスが少なくとも1つのタイプのチャネル状態情報を測定するのに使
用され、CSIRSは、代替的に、例えば、干渉を測定するのに使用されるチャネル状態情報
干渉測定(CSI-interference　measurement,　CSI-IM)参照信号等の参照信号であってもよ
い。CSIRSは、代替的に、ゼロ電力チャネル状態情報参照信号(Zero-power　CSI-RS,　ZP
　CSIRS)等のゼロ電力参照信号であってもよい、すなわち、ネットワークデバイスは、そ
のゼロ電力参照信号に対応する時間周波数リソースの位置においては、信号を送らない。
CSIRSは、代替的に、例えば、ローブ品質を測定するのに使用されるビーム状態情報参照
信号(Beam　State　Information　Reference　Signal,　BSIRS)等の参照信号であっても
よい。
【００６４】
　DMRSは、端末デバイスがデータ及び/又は制御情報を復調するのに使用される。具体的
には、復調は、DMRSに基づくチャネル推定の実行、及び、そのチャネル推定の使用による
データ及び/又は制御情報に関する受信信号の復調(又は、コンステレーション逆マッピン
グ等)を含んでもよく、そして、その復調信号に基づく復号化等の実行をさらに含んでも
よい。
【００６５】
　PTRSは、端末デバイスが受信信号の位相雑音(或いは、位相誤差又は位相偏差等)を推定
するのに使用される。さらに、端末デバイスは、さらに、その推定の結果を使用すること
によって、例えば、その位相雑音を補正し又は補償するといったように、受信信号の位相
雑音を処理してもよい。
【００６６】
　既存の通信システムにおける上記の参照信号のほかに、参照信号は、代替的に、将来的
な通信システムにおける上記の参照信号と同じ機能を有する信号であってもよいというこ
とに留意すべきである。
【００６７】
　複数の異なるタイプの参照信号については、上記の第1の指示情報の特定の表現形態は
、異なっている。
【００６８】
　参照信号が、CSI-RSであるときに、第1の指示情報は、チャネル状態情報を報告するよ
うに端末デバイスに指示するとともに、無線リソース制御(Radio　Resource　Control,　
RRC)シグナリングの中で搬送される構成情報であってもよく、その構成情報は、例えば、
チャネル状態情報を報告するための内容及びチャネル状態情報を報告するためのタイミン
グ等のチャネル状態情報を報告する方法を端末デバイスに指示するのに使用され、その端
末デバイスは、その構成情報に基づいて、チャネル状態情報を決定するのに使用されるCS
I-RS信号が位置している時間周波数リソースの位置を決定することが可能である。第1の
指示情報は、代替的に、一度にチャネル状態情報を報告するように端末デバイスに指示す
るダウンリンク制御情報(Downlink　Control　Information,　DCI)であってよい。第1の
指示情報は、代替的に、RRCシグナリングが搬送するとともに、端末デバイスのCSI-RSが
位置している時間周波数リソースの位置を構成するのに使用されるCSI-RSが位置している
時間単位の位置及び時間周波数パターン等の情報であってもよい。
【００６９】
　上記の参照信号が、DMRSであるときは、第1の指示情報は、DCIであってもよく、DCIは
、データの送信をスケジューリングするのに使用され、端末デバイスは、データ送信をス
ケジューリングするのに使用されるDCIに基づいて、DMRSが位置しているとともに、デー
タを復調するのに使用される第1の時間周波数リソースを決定する。
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【００７０】
　データを復調するのに使用されるDMRSのうちの一部又はすべてが、さらに、第1の指示
情報を復調するように構成される場合に、端末デバイスは、第1の指示情報が送られてい
るということを決定した後に、第1の指示情報の存在に基づいて、DMRSが存在するという
ことを決定してもよく、そして、さらに、第1の時間周波数リソースを決定してもよく、
又は、端末デバイスは、第1の指示情報の存在に基づいて、DMRSが第1の時間周波数リソー
スによって搬送されているということを決定するということに留意すべきである。
【００７１】
　参照信号がPTRSであるときに、第1の指示情報は、RRCシグナリングの構成情報であって
もよく、構成情報は、時間周波数リソースを構成するのに使用され、その時間周波数リソ
ースは、PTRSを送信するのに使用されるか、又は、構成情報は、PTRSを送信するための送
出タイミング及びPTRSを送信するための送出位置を構成するのに使用されるか、或いは、
第1の指示情報は、さらに、DCIの中の指示情報であってもよく、その指示情報は、DCIに
基づいてスケジューリングされるとともに送信されるデータ信号の中でPTRSが搬送されて
いるということを示す。
【００７２】
　320.　ネットワークデバイスは、端末デバイスに第2の指示情報を送り、第2の指示情報
は、第2の時間周波数リソースを示す。
【００７３】
　選択的に、第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可
能ではないということを示すのに使用され、及び/又は、第2の指示情報は、さらに、再送
信された符号ブロック又は再送信された符号ブロックグループCBGを示すのに使用される
。再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGの以前の送信において、第2の時間周波
数リソースは、占有されている。
【００７４】
　具体的には、第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用
可能ではないということを示すのに使用される。第2の時間周波数リソースにおける信号
が利用可能ではないということは、第2の時間周波数リソースの中に例外が生起している
ということ、又は、第2の時間周波数リソースにおいて送信される信号を特別に処理する
必要があるということ等を示してもよい。第2の時間周波数リソースにおける信号が利用
可能ではないということは、代替的に、もともと第2の時間周波数リソースにおける送信
のためにスケジューリングされている信号が、第2の時間周波数リソースにおいては送ら
れず、他の信号が送られるということを示してもよい。代替的に、第2の時間周波数リソ
ースにおける信号が利用可能ではないということは、もともと第2の時間周波数リソース
における送信のためにスケジューリングされている信号も他の信号も、第2の時間周波数
リソースにおいては送られないということを示してもよい。代替的に、第2の時間周波数
リソースにおける信号が利用可能ではないということは、もともとスケジューリングされ
ている信号が、第2の時間周波数リソースにおいて送られ、且つ、他の信号が、また、同
時に、第2の時間周波数リソースにおいて送られるということを示し、他の信号は、端末
デバイスにとって有用である信号であってもよく又は干渉信号であってもよい。
【００７５】
　上記の"もともと第2の時間周波数リソースにおける送信のためにスケジューリングされ
ている信号"は、第2の時間周波数リソースにおいて送信される信号を示してもよく、その
第2の時間周波数リソースは、ネットワークデバイスが、第2の時間周波数リソースが位置
している時間周波数位置の前の(物理層の、RRC層の、又はマルチメディア制御層の)シグ
ナリングによって端末デバイスに示しているということに留意すべきである。上記の"も
ともと第2の時間周波数リソースにおける送信のためにスケジューリングされている信号"
は、さらに、通信規格又は仕様によってあらかじめ定義されている第2の時間周波数リソ
ースにおいて送信される信号を示してもよい。
【００７６】
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　第2の指示情報は、代替的に、リソース指示情報であってもよい。具体的にいうと、第2
の指示情報は、信号が利用可能ではない時間周波数リソースを直接的に示してもよい。
【００７７】
　例えば、第2の指示情報がリソース指示情報として使用されているときに、第2の指示情
報は、ビットマップ(bitmap)ファイルを使用することによって、第2の時間周波数リソー
スを示してもよい。具体的にいうと、(リソース要素(Resource　Element,　RE)等の)複数
の異なる時間周波数リソースは、複数の異なるビットに対応するとともに、複数の異なる
ビットの値によって第2の時間周波数リソースを示してもよい。上記の第2の指示情報は、
さらに、Nビットを含むフィールドを使用することによって、第2の時間周波数リソースを
示してもよく、そして、NビットのM個の状態を使用することによって、第2の時間周波数
リソースを示してもよく、M≦2Nである。
【００７８】
　第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロック
グループ(Coding　Block　Group,　CBG)を示すのに使用されるか、又は、第2の指示情報
は、代替的に、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロックグループCBGを
示すのに使用される指示情報であってもよく、再送信された符号ブロック又は再送信され
たCBGの(例えば、最後の送信等の)以前の送信において、第2の時間周波数リソースは、占
有されている。以前の送信プロセスにおける第2の指示情報が示す再送信された符号ブロ
ック又は再送信されたCBGが占有する時間周波数リソースの少なくとも一部は、他の信号
を送信するのに使用され、以前の送信プロセスにおける第2の指示情報が示す再送信され
た符号ブロック又は再送信されたCBGが占有する時間周波数リソースの少なくとも一部は
、削除され、或いは、以前の送信プロセスにおける第2の指示情報が示す再送信された符
号ブロック又は再送信されたCBGが占有する時間周波数リソースの少なくとも一部は、干
渉を受けているということを理解することが可能である。
【００７９】
　さらに、端末デバイスは、さらに、ネットワークデバイスから第2の制御情報を受信す
る。第2の制御情報は、上記の第2の指示情報を含む。第2の制御情報は、さらに、第2の指
示情報が示す再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロックグループCBGの送
信をスケジューリングするのに使用される。
【００８０】
　ネットワークデバイスが、物理層データの送信を実行するように端末デバイスをスケジ
ューリングするときに実際に送信される1つ又は複数の情報ブロックを分割して、符号ブ
ロックを形成してもよく、1つの符号ブロックグループは、少なくとも1つの符号ブロック
を含むということを理解すべきである。情報ブロックは、トランスポートブロック、符号
ブロック、又は符号ブロックグループであってもよい。
【００８１】
　第2の指示情報は、具体的には、端末デバイスに送信されてもよく、例えば、マルチキ
ャスト方式によって端末デバイスに送信されるといったように、端末デバイスが位置して
いる端末デバイスのセットに送信されてもよいということに留意すべきである。
【００８２】
　330.　端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、第3の時間周波数リソースが第1
の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定し、第3の時間周波数リソースは、第1
の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リソー
ス、第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、第2の時間周波数リソース
からの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい時間周波数リソース、又は
、第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
【００８３】
　具体的には、第2の指示情報が、上記のリソース指示情報として使用される場合に、第2
の指示情報が示す第2の時間周波数リソース及び第3の時間周波数リソースは、同じ時間周
波数リソースであってもよく、第3の時間周波数リソースは、第2の時間周波数リソースの
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サブセットであるか、又は、第3の時間周波数リソースは、空である。端末デバイスは、
第1の時間周波数リソースと第2の時間周波数リソースとの間の交差部分セットが存在する
か否かに基づいて、第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれている
か否かを決定してもよい。第1の時間周波数リソースと第2の時間周波数リソースとの間の
交差部分セットが存在する場合には、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースが第1の
時間周波数リソースに含まれ、そして、第3の時間周波数リソースが、第1の時間周波数リ
ソースと第2の時間周波数リソースとの間の交差部分セットである、言い換えると、第3の
時間周波数リソースが、第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に
含まれる時間周波数リソースであるということを決定する。
【００８４】
　第2の指示情報が、再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGを示している場合に
、端末デバイスは、以下の方法のうちの少なくとも1つを使用することによって、第3の時
間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定してもよい。
【００８５】
　第3の時間周波数リソースが、第2の指示情報が示している第2の時間周波数リソースに
含まれている場合、第2の時間周波数リソースが、第3の時間周波数リソースに隣接してい
る場合、第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソースとの間の間隔が、あらかじ
め設定された第1の間隔よりも小さい場合、又は、第2の時間周波数リソースが、第3の時
間周波数リソースに関連付けられている場合に、端末デバイスは、第3の時間周波数リソ
ースが第1の時間周波数リソースに含まれているということを決定してもよい。
【００８６】
　第2の時間周波数リソースは、第3の時間周波数リソースに関連付けられているというこ
とを理解すべきである。代替的に、第3の時間周波数リソースにおいて送信される参照信
号は、第2の時間周波数リソースにおいて送信されるデータの少なくとも一部を復調する
のに使用される。
【００８７】
　さらに、第3の時間周波数リソースは、第1の時間周波数リソースであってもよく、又は
、第3の時間周波数リソースは、第1の時間周波数リソースに属しているということを理解
すべきである。
【００８８】
　例えば、第3の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの相対的な位置は、図
4及び図5を参照して説明される。図4及び図5は、この出願のある1つの実施形態にしたが
った第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構
成図である。図4及び図5の場合に、第2の時間周波数リソース及び第3の時間周波数リソー
スの相対的な位置について2つの状況が存在する。
【００８９】
　状況1.　第2の指示情報が、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループを送
信することを示し、さらに、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループの時間
周波数リソースを送信することを示すときに、図4及び図5に示されている第2の時間周波
数リソース及び第3の時間周波数リソースは、互いに隣接している。
【００９０】
　端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、ターゲット符号ブロックを受信するの
に使用される第2の時間周波数リソースが、ネットワークによるURLLCサービスのデータの
送信のために、初めてターゲット符号ブロックを受信するための準備を行うプロセスにお
いて、ネットワークデバイスによって再割り当てされるということを決定してもよい。し
たがって、ターゲット符号ブロックを再送信する必要がある。具体的にいうと、再送信さ
れるターゲット符号ブロックは、上記の再送信された符号ブロックである。ネットワーク
デバイスは、通常、複数の連続的な時間周波数リソースを先取りし、第2の時間周波数リ
ソースは、URLLCサービスのデータを送信するための時間周波数リソースを再割り当てす
る(先取りする)ときに、もともと参照信号を送信するのに使用される第3の時間周波数リ



(63) JP 2020-523893 A 2020.8.6

ソースを取り囲む。したがって、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースが、ネット
ワークデバイスがURLLCサービスのデータを送信するために先取りされる可能性が極めて
高いということを決定する場合がある。したがって、第3の時間周波数リソースにおける
信号は、ターゲット符号ブロックを送信する以前のプロセスにおいて(又は、第2の時間周
波数リソースを使用することによってターゲット符号ブロックを送信するスケジューリン
グされたプロセスにおいて)利用可能ではない。
【００９１】
　状況2.　第2の指示情報が、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループを送
信することを示し、さらに、再送信された符号ブロック又は符号ブロックグループを送信
するのに使用される時間周波数リソースが位置している連続的な時間周波数リソース領域
を示しているときに、図4及び図5に示されている第2の時間周波数リソース及び第3の時間
周波数リソースは、互いに隣接している。
【００９２】
　端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、初めてターゲット符号ブロックを受信
するための準備を行うプロセスにおいて、ターゲット符号ブロックを受信するのに使用さ
れる第2の時間周波数リソースが、ネットワークデバイスがURLLCサービスのデータを送信
するために先取りされるということを決定してもよい。したがって、ターゲット符号ブロ
ックを再送信する必要がある。具体的にいうと、再送信されるターゲット符号ブロックは
、上記の再送信された符号ブロックである。もともと参照信号を送信するのに使用されて
いる第3の時間周波数リソースは、第2の時間周波数リソースに含まれているので、端末デ
バイスは、第3の時間周波数リソースが、ネットワークデバイスがURLLCサービスのデータ
を送信するために先取りされるということを決定してもよい。したがって、第3の時間周
波数リソースにおける信号は、ターゲット符号ブロックを受信する以前のプロセスにおい
て(又は、第2の時間周波数リソースを使用することによってターゲット符号ブロックを受
信するスケジューリングされているプロセスにおいて)利用可能ではない。
【００９３】
　他の例として、図6を参照して、第2の時間周波数リソースが第3の時間周波数リソース
に隣接している場合を説明する。図6は、この出願のある1つの実施形態にしたがった第2
の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソースとの間の位置関係の概略的な構成図で
ある。端末デバイスは、第2の指示情報にしたがって、ターゲット符号ブロックを受信す
るのに使用される第2の時間周波数リソースが、初めてターゲット符号ブロックを受信す
るための準備を行うプロセスにおいて、ネットワークデバイスがURLLCサービスのデータ
を送信するために先取りされるということを決定してもよい。もともと参照信号を受信す
るのに使用される第3の時間周波数リソースは、第2の時間周波数リソースに隣接している
ので、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースが、ネットワークデバイスによって先
取りされ、第3の時間周波数リソースを使用することによってURLLCサービスのデータを送
信する確率が、比較的高いということを決定してもよい。したがって、第3の時間周波数
リソースにおける信号は、初めてターゲット符号ブロックを受信するプロセスにおいては
、利用可能ではない。
【００９４】
　上記の"隣接する"の語は、第3の時間周波数リソースの中のREを指し、第3の時間周波数
リソースの中でそのREに隣接しているREのうちの少なくとも1つは、第2の時間周波数リソ
ースに属しているということを理解すべきである。
【００９５】
　他の例として、図7を参照して、第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数リソース
との間の間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい場合を説明する。図7は、
この出願のある1つの実施形態にしたがった第2の時間周波数リソースと第3の時間周波数
リソースとの間の位置関係の概略的な構成図である。端末デバイスは、第2の指示情報に
したがって、ターゲット符号ブロックを受信するのに使用される第2の時間周波数リソー
スが、初めてターゲット符号ブロックを受信するための準備を行うプロセスにおいて、ネ
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ットワークデバイスがURLLCサービスのデータを送信するために先取りされるということ
を決定してもよい。ネットワークデバイスは、通常、URLLCサービスのデータを送信する
ための時間周波数リソースを先取りするときに、複数の連続的な時間周波数リソースを先
取りするので、時間周波数リソースの間隔が図7の第1の間隔よりも小さい第2の時間周波
数リソース及び第3の時間周波数リソースを参照すると、第2の指示情報が、図7の第2の時
間周波数リソースを示しているときに、第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらか
じめ設定された第1の間隔よりも小さい第3の時間周波数リソースは、同様に、ネットワー
クデバイスがURLLCサービスのデータを送信するために先取りされる可能性が極めて高い
。したがって、第3の時間周波数リソースにおいて送信される信号は、初めてターゲット
符号ブロックを受信するプロセスにおいては利用可能ではない。
【００９６】
　第3の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではない状況は、URLLCサービスのデ
ータが、第3の時間周波数リソースにおいて送信されるということ、又は、第3の時間周波
数リソースにおいて送信される参照信号に対するURLLCサービスのデータの干渉が大きい
ということを示す場合があるということに留意すべきである。
【００９７】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【００９８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、当該方法は、端末デバイスによって、参照信
号を受信するのに使用される時間周波数リソースにおいて第1の信号を受信するステップ
と、端末デバイスによって、第2の指示情報にしたがって、干渉信号及び参照信号が第1の
信号に含まれているということを決定するステップと、端末デバイスによって、第2の指
示情報にしたがって、干渉信号として第1の信号を決定するステップと、端末デバイスに
よって、第2の指示情報にしたがって、参照信号を処理するステップと、をさらに含み、
その処理は、参照信号の効果が無効であるということを決定するか又は参照信号を継続し
て使用することを含む。
【００９９】
　選択的に、ある1つの実施形態において、第2の指示情報は、参照信号及び第2の信号が
、第3の時間周波数リソースにおける信号に含まれ低るということを示し、当該方法は、
端末デバイスによって、第3の時間周波数リソースにおいて第2の信号を受信するステップ
と、端末デバイスによって、第2の信号を受信するステップと、端末デバイスによって、
参照信号を継続して使用するステップと、をさらに含む。
【０１００】
　第3の時間周波数リソースを多重化して、参照信号及び第2の信号を送信することによっ
て、システムリソースの利用率を改善する。
【０１０１】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情
報を決定するのに使用される。
【０１０２】
　当該方法は、
　第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバ
イスによって、ネットワークデバイスへのチャネル状態情報の送出を省略するステップ、
　第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバ
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イスによって、ネットワークデバイスにチャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステ
ップであって、第3の指示情報は、チャネル状態情報が無効であるということを示す、ス
テップ、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値
に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって、ネットワークデバイスへ
のチャネル状態情報の送出を省略するステップ、又は、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値
に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって、ネットワークデバイスに
チャネル状態情報及び第3の指示情報を送るステップであって、第3の指示情報は、チャネ
ル状態情報が無効であるということを示す、ステップ、をさらに含む。
【０１０３】
　具体的には、第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているとき
は、参照信号を送信する(第3の時間周波数リソースである)時間周波数リソースの少なく
とも一部の中に(占有されている又は削除されている等の)例外が生起しているときとして
理解されてもよい。第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は
、第1の時間周波数リソースの中のリソース要素(Resource　Element,　RE)の数に対する
第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指してもよく、又は、参照信号を送信す
るのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソースの合計数に対する参照信号を
送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソースのうちで(占有されて
いる又は削除されている等の)例外が生起している時間周波数リソースの数の比率を指し
てもよい。
【０１０４】
　チャネル状態情報及び第3の指示情報は、情報の2つの独立した部分であってもよく、又
は、チャネル状態情報は、第3の指示情報を搬送しているということに留意すべきである
。例えば、第3の指示情報としてチャネル状態情報の中の1ビットを使用してもよく、第3
の指示情報としてチャネル状態情報の状態値を使用してもよい。
【０１０５】
　この出願のこの実施形態において、端末デバイスは、参照信号を受信するのに使用され
る時間周波数リソースの中に(占有されている又は削除されている等の)例外が生起してい
るか否かに基づいて、チャネル状態情報の精度を決定してもよい。チャネル状態情報の精
度が高くないときは、端末デバイスは、ネットワークデバイスへのチャネル状態情報の送
出、又は、ネットワークデバイスにチャネル状態情報が無効であるということを示すこと
を省略して、ネットワークデバイスが十分な精度を有しない状態指示情報を使用すること
を回避してもよい。
【０１０６】
　ある1つの例では、チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられてい
るということに留意すべきである。第1の周波数領域リソースは、システム帯域幅以下で
ある。例えば、チャネル状態情報は、CQI、PMI、及びRI等のうちの少なくとも1つであっ
てもよい。参照信号は、広帯域のチャネル状態を測定するのに使用される参照信号であっ
てもよく、参照信号は、代替的に、サブバンドのチャネル状態を測定するのに使用される
参照信号であってもよい。他の例では、チャネル状態情報は、ネットワークデバイスに、
ローブ状態情報等の周波数領域リソースに関連付けられていない情報をフィードバックす
るために端末デバイスによって使用されるにすぎない。
【０１０７】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情
報を決定するのに使用される。当該方法は、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間
周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか又は超えていないときに、端
末デバイスによって、ネットワークデバイスにチャネル状態情報を送るステップであって
、チャネル状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リ
ソース以外の部分を使用することによって取得される、ステップをさらに含む。



(66) JP 2020-523893 A 2020.8.6

【０１０８】
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は、第1の時間周波
数リソースの中のREの数に対する第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指して
もよく、又は、参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソ
ースの合計数に対する参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波
数リソースのうちで(占有されている又は削除されている等の)例外が生起している時間周
波数リソースの数の比率を指してもよいということを理解すべきである。
【０１０９】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情
報を決定するのに使用される。当該方法は、端末デバイスによって、ネットワークデバイ
スにチャネル状態情報を送るステップであって、チャネル状態情報は、少なくとも、第1
の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外の部分を使用することによっ
て取得されるステップをさらに含む。
【０１１０】
　具体的には、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースにおいて受信した信号を破棄
し、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース
において受信した参照信号を使用し、そして、第1の周波数領域リソースのチャネル状態
情報を計算してもよい。
【０１１１】
　端末デバイスが決定するチャネル状態情報は、チャネル状態情報(Channel　State　Inf
ormation,　CSI)、チャネル品質指数(Channel　Quality　Index)情報、プリコーディング
行列インジケータ(Precoding　Matrix　Indicator,　PMI)情報、ランクインジケータ(Ran
k　Indicator,　RI)情報、及びローブ品質情報等のうちの少なくとも1つのタイプの情報
を含むということに留意すべきである。
【０１１２】
　具体的には、CSIは、特に、チャネル状態を反映するのに使用される情報を指してもよ
く、或いは、1つ又は複数のタイプの他の情報の集合的な名称であってもよい。CQIは、端
末デバイスがネットワークデバイスに変調及び符号化スキーム(又は、効率)指数をフィー
ドバックするのに使用され、その指数は、その指数に対応する周波数領域リソースのチャ
ネル品質を示すのに使用される。PMIは、端末デバイスが、ネットワークデバイスに、周
波数領域リソースのチャネルに適するプリコーディング行列又はプリコーディング行列指
数をフィードバックするのに使用される。RIは、端末デバイスが、ネットワークデバイス
に、周波数領域リソースのチャネルがサポートすることが可能であるマルチアンテナ送信
の階層(又は、ランク)をフィードバックするのに使用される。ローブ品質情報は、端末デ
バイスが、ネットワークデバイスに、少なくとも1つのローブに対応するチャネル品質を
フィードバックするのに使用される。
【０１１３】
　以下の記載は、ある1つの例として、少なくとも1つの情報ブロックを復調するために端
末デバイスが使用する参照信号を使用することによって、この出願のこの実施形態の通信
方法を詳細に説明する。
【０１１４】
　理解を容易にするために、この出願のこの実施形態に含まれる参照信号を最初に簡潔に
説明する。
【０１１５】
　以下の記載に含まれる第1の復調参照信号は、先行(front)DMRS、通常の(normal)DMRS、
又は正規の(regular)DMRS等と称されてもよい基本(Basic)DMRS又は前置(front-loaded)DM
RSであってもよい。時間領域において、基本DMRSを送信し/受信するのに使用される時間
周波数リソースは、基本DMRSを使用することによって復調されるデータが位置している時
間周波数リソースの前に、又は、データチャネルが位置している時間周波数リソースに対
応する時間領域ユニットの前に位置していてもよい。
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【０１１６】
　以下の記載に含まれる第2の復調参照信号は、後置(post　loaded　or　postposition)D
MRS又は後の(post)DMRS等と称されてもよい追加的な(Additional)DMRSであってもよい。
時間領域において、追加的なDMRSを送信し/受信するのに使用される時間周波数リソース
は、追加的なDMRSを使用することによって復調されるデータが位置している時間周波数リ
ソースに対応する時間領域送信の後に位置している。加えて、追加的なDMRSは、選択的な
DMRSである。具体的にいうと、データのすべての部分は、送信の際に、対応する追加的な
DMRSを有しているわけではない。ネットワークデバイスは、端末デバイスに指示情報を送
って、端末デバイスに、指示情報を受信した後にデータとともに送られる追加的なDMRSが
存在するということを示してもよく、又は、ネットワークデバイスは、指示情報を使用す
ることによって、端末デバイスに、その指示情報を受信した後にデータとともに送られる
追加的なDMRSが存在しないということを示す。端末デバイスが、急速なチャネルの変化又
は劣悪なチャネル品質を有する信号伝搬環境にあるときは、端末デバイスを支援するのに
追加的なDMRSを使用して、チャネル推定の精度を改善するとともにデータチャネルの受信
の信頼性を改善し、それにより、再送信の数を減少させるとともにシステムの時間周波数
リソースの利用効率をさらに改善する。端末デバイスが、低速のチャネル符号化又は良好
なチャネル品質を有する信号伝搬環境にあるときは、基本DMRSを使用することによって、
十分に良好なチャネル推定精度を達成することが可能であり、追加的なDMRSを送る必要は
ない。
【０１１７】
　さらに、データ送信の場合に、基本DMRSの構成優先順位は、追加的なDMRSの優先順位よ
りも高いということを理解すべきである。具体的には、ネットワークデバイスが、例えば
、DMRSのシーケンス生成パラメータ又はDMRSが送られる時間周波数位置等の基本DMRSを構
成するときである。各々のデータ送信においては、データと共に送信される基本DMRSが存
在する。一方で、ネットワークデバイスが、端末デバイスに、追加的なDMRSが存在すると
いうことを示す(又は、追加的なDMRSが、利用可能な信号として起動され/有効化され/マ
ークされているということ等を示す)ときにのみ、基本DMRS及び追加的なDMRSは、データ
送信の際に、データとともに送られる。
【０１１８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの
情報ブロックを復調するのに使用される。当該方法は、第3の時間周波数リソースが、第1
の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバイスによって、第3の時間周波数
リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するか
、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ステップをさらに含む。
【０１１９】
　具体的には、第3の時間周波数リソースが、参照信号を受信するのに使用される第1の時
間周波数リソースに含まれているとき、すなわち、第3の時間周波数リソースの中に(占有
されている又は削除されている等の)例外が生起しているとき、又は、第3の時間周波数リ
ソースにおける参照信号が干渉を受けているとき、端末デバイスは、第3の時間周波数リ
ソースにおける信号を使用することなく、情報ブロックのうちの一部又はすべてを復調し
てもよい。
【０１２０】
　代替的に、参照信号を受信するのに使用される第3の送信リソースの中に(占有されてい
る又は削除されている等の)例外が生起しているとき、又は、第3の時間周波数リソースに
おける参照信号が干渉を受けているときに、端末デバイスは、少なくとも1つの情報ブロ
ックの復調を省略してもよい。
【０１２１】
　ネットワークデバイスが、物理層のデータ送信を実行するように端末デバイスをスケジ
ューリングするときに、実際には、1つ又は複数の情報ブロックが送信されるということ
を理解すべきである。1つの情報ブロックは、複数の情報ビットを含む。それらの情報ビ
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ットは、情報ビットの数に基づいて、1つ又は複数の符号ブロックに分割される。チャネ
ル符号化ビットは、1つの符号ブロックの中の情報ビットに対して1回チャネル符号化を実
行した後に生成される。符号ブロックグループは、少なくとも1つの符号ブロックを含む
。"情報ブロック"は、1つ又は複数のトランスポートブロック、1つ又は複数の符号ブロッ
ク、或いは、1つ又は複数の符号ブロックグループであってもよい。
【０１２２】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの
情報ブロックを復調するのに使用される。当該方法は、第1の時間周波数リソースに対す
る第3の時間周波数リソースの比率が、第2のしきい値に達しているか又は超えているとき
に、端末デバイスによって、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップを
さらに含む。
【０１２３】
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は、第1の時間周波
数リソースの中のREの数に対する第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指して
もよく、又は、参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソ
ースの合計数に対する参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波
数リソースのうちで(占有されている又は削除されている等の)例外が生起している時間周
波数リソースの数の比率を指してもよいということを理解すべきである。
【０１２４】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの
情報ブロックを復調するのに使用される。当該方法は、第1の時間周波数リソースに対す
る第3の時間周波数リソースの比率が、第2のしきい値に達していないか又は超えていない
ときに、端末デバイスによって、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間
周波数リソース以外の時間周波数リソースの部分における信号を使用することによって、
少なくとも1つの情報ブロックを復調するステップをさらに含む。
【０１２５】
　具体的には、端末デバイスが使用するとともに、第1の時間周波数リソースの中の第3の
時間周波数リソース以外の時間周波数リソースは、通常、参照信号を送信する時間周波数
リソースとして理解されてもよい。具体的にいうと、端末デバイスは、(占有されている
又は削除されている等の)いかなる例外も生起していない送信リソースにおいて受信する
参照信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調してもよい。
【０１２６】
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率は、第1の時間周波
数リソースの中のREの数に対する第3の時間周波数リソースの中のREの数の比率を指して
もよく、又は、参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波数リソ
ースの合計数に対する参照信号を送信するのに端末デバイスによって使用される時間周波
数リソースのうちで(占有されている又は削除されている等の)例外が生起している時間周
波数リソースの数の比率を指してもよいということを理解すべきである。
【０１２７】
　選択的に、参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、参照信号は、第1の復
調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参照信号は、少なくとも1つの情報
ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、第2の復調参照信号は、少
なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加的な復調参照信号である。
【０１２８】
　例えば、第3の時間周波数リソースは、第1の復調参照信号の少なくとも一部及び第2の
復調参照信号の少なくとも一部を送信するのに使用されるが、第1の時間周波数リソース
の中の第3の時間周波数リソースの比率は、第2のしきい値に達していないか又は超えてお
らず、端末デバイスは、その参照信号を使用して、情報ブロックを復調してもよい。この
ことは、情報ブロックの再送信の数を減少させるとともに、さらに、システムの時間周波
数リソースの利用効率を改善する。
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【０１２９】
　選択的に、参照信号は、端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに
使用され、参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参
照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号で
あり、第2の復調参照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追
加的な復調参照信号であり、第1の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第1の部
分を占有し、第2の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第2の部分を占有する。
【０１３０】
　当該方法は、
　第3の時間周波数リソースが、第1の部分に含まれているときに、端末デバイスによって
、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部分との間の第1の交差部分セット
の比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって
、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するステップ、
　第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部分との間の第1の交差部分セット
の比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えていないときに、端末デバイスによ
って、少なくとも、第1の部分の中の第1の交差部分セット以外の時間周波数リソースの部
分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調するステ
ップ、
　第3の時間周波数リソースが、第2の部分に含まれているときに、端末デバイスによって
、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロ
ックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、ステップ、
　第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部分との間の第2の交差部分セット
の比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えているときに、端末デバイスによって
、第2の復調参照信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するステ
ップ、及び/又は、
　第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部分との間の第2の交差部分セット
の比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えていないときに、端末デバイスによ
って、少なくとも、第2の部分の中の第2の交差部分セット以外の時間周波数リソースの部
分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調するステ
ップ、をさらに含む。
【０１３１】
　例えば、第3の時間周波数リソースが第1の部分に含まれるとき、すなわち、もともと第
1の復調参照信号(すなわち、基本DMRS)を受信するのに使用されている時間周波数リソー
スの中に例外が生起しているときに、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースにおけ
る信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調してもよく、又は、少
なくとも1つの情報ブロックの復調を直接的に省略してもよい。具体的にいうと、例外は
、もともと、基本DMRSを受信するのに使用される時間周波数リソース(すなわち、第3の時
間周波数リソース)の中で生起するので、端末デバイスは、第3の時間周波数リソースにお
ける信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調してもよく、又は、
少なくとも1つの情報ブロックの復調を直接的に省略してもよい。
【０１３２】
　他の例では、例外が生起している時間周波数リソース(すなわち、第3の時間周波数リソ
ース)の中の時間周波数リソースの少なくとも一部が、第1の復調参照信号を送信するのに
使用され、第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部分との間の第1の交差部
分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えている場合、具体的にいうと
、情報ブロックの復調の精度に影響を与える程度にまで、もともと第1の復調参照信号を
受信するのに使用されている時間周波数リソースの中に、大きな数の例外が生起している
場合に、端末デバイスは、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略してもよい。
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【０１３３】
　情報ブロックの復調の精度に影響を与える程度にまで、もともと第1の復調参照信号を
受信するのに使用されている時間周波数リソースの中に、大きな数の例外が生起している
ときは、例外が、もともと追加的なDMRSを受信するのに使用されている時間周波数リソー
スの中で生起しているか否かにかかわらず、端末デバイスは、少なくとも1つの情報ブロ
ックの復調を省略してもよいということに留意すべきである。
【０１３４】
　基本DMRSの構成優先順位は、追加的なDMRSを独立して使用するのと比較して、より高い
ので、基本DMRSは、通常、より良好なチャネル推定の精度を提供することが可能である。
上記の複数の例の複数の実装においては、基本DMRSに影響を与える程度に基づいて少なく
とも1つの情報ブロックを復調するか否かを決定することにより、端末デバイスの実装の
複雑さを減少させることが可能である。
【０１３５】
　他の例では、例外が生起している時間周波数リソース(すなわち、第3の時間周波数リソ
ース)が、もともと追加的なDMRSを受信するのに使用され、且つ、基本DMRSを送信するの
に使用される時間周波数リソースの中では、いかなる例外も発生していない場合、具体的
にいうと、第3の時間周波数リソースが、もともと基本DMRSを受信するのに使用されてい
ない場合には、端末デバイスは、基本DMRSのみを使用することによって、情報ブロックを
復調してもよい。
【０１３６】
　他の例では、例外が生起している時間周波数リソース(すなわち、第3の時間周波数リソ
ース)が、もともと追加的なDMRSを受信するのに使用され、複数の例外が、大きな数の時
間周波数リソースの中で生起している場合、具体的にいうと、第2の部分に対する第3の時
間周波数リソースと第2の部分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に
達しているか又は超えており、且つ、基本DMRSを受信するのに使用される時間周波数リソ
ースの中では、いかなる例外も生起していない、すなわち、第3の時間周波数リソースが
、もともと基本DMRSを受信するのに使用されていない場合には、端末デバイスは、基本DM
RSのみを使用することによって、情報ブロックを復調してもよい。
【０１３７】
　基本DMRSは、データ送信の際に必然的に送られる参照信号であるため、基本DMRSの時間
周波数位置は、比較的変化しない位置となる。基本DMRSと比較して、追加的なDMRSが位置
している時間周波数リソースの中で例外が生起する確率は、より高くなる。さらに、上記
の複数の例の複数の実装を使用することによって、追加的なDMRSが位置するリソースの中
で例外が生起しているか否かを独立して決定し、例外が生起している時間周波数リソース
をより慎重に判別することが可能であり、例外が生起している時間周波数リソースのある
特定の状況に基づいて、情報ブロックを復調するべきであるか否か及び参照信号を使用す
ることによって情報ブロックをどのようにして復調するかを決定することが可能であり、
それによって、ある程度までスペクトラムの利用効率を改善することが可能である。
【０１３８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、参照信号は、位相誤差を計算するのに使用さ
れる。当該方法は、
　端末デバイスによって、参照信号を使用することなく位相誤差を計算するステップ、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第5のしきい値
を超えているときに、端末デバイスによって、参照信号を使用することなく位相誤差を計
算するステップ、又は、
　第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リソースの比率が、第5のしきい値
を超えていないか又は達していないときに、端末デバイスによって、参照信号を使用する
ことによって位相誤差を計算するステップ、をさらに含む。
【０１３９】
　マルチアンテナシステム、特に、6[GHz]よりも高い帯域において動作するマルチアンテ
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ナシステムの場合には、位相雑音のジッタは、通常、システムのパフォーマンスに影響を
与える要因のうちの1つである。端末は、PTRSを使用することによって位相誤差を計算す
るべきであるか否かを決定し、このことは、位相雑音の推定精度を改善するのに有利であ
り、それによって、端末デバイスは、受信信号を処理するプロセスにおいて、より精密に
位相雑音を補償し、データチャネルの受信精度を改善し、そして、不必要なデータチャネ
ルの再送信を減少させ、それにより、システムの時間周波数リソースの利用効率をさらに
改善する。
【０１４０】
　第1のしきい値、第2のしきい値、第3のしきい値、第4のしきい値、及び第5のしきい値
のうちの少なくとも1つのしきい値は、通信規格、プロトコル、又は仕様によってあらか
じめ定義されていてもよく、或いは、ネットワークデバイスによって、シグナリングによ
り端末デバイスのために構成されていてもよいということを理解すべきである。ネットワ
ークデバイスが、シグナリングにより端末デバイスのための構成を実行するときに、ネッ
トワークデバイスは、物理層制御シグナリング、MAC層シグナリング、又は、RRC層シグナ
リングにより、端末デバイスのための構成を実行してもよい。このことは、この出願のそ
れらの複数の実施形態においては特には限定されない。
【０１４１】
　図1乃至図7を参照して、この出願の複数の実施形態の通信方法を詳細に説明してきた。
以下の記載は、図8乃至図11を参照して、この出願のそれらの複数の実施形態の装置を詳
細に説明する。図8乃至図11に示されている装置は、図1乃至図7における複数のステップ
を実装することが可能であるということを理解すべきである。繰り返しを回避するために
、本明細書においては、詳細は、再度説明されない。
【０１４２】
　図8は、この出願のある1つの実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図
である。図8に示されている端末デバイス800は、受信ユニット810及び決定ユニット820を
含む。
【０１４３】
　受信ユニット810は、ネットワークデバイスが送る第1の指示情報を受信するように構成
され、第1の指示情報は、端末デバイスの参照信号を受信するのに使用される第1の時間周
波数リソースを示す。
【０１４４】
　受信ユニット810は、さらに、ネットワークデバイスが送る第2の指示情報を受信するよ
うに構成され、第2の指示情報は、第2の時間周波数リソースを示す。
【０１４５】
　決定ユニット820は、受信ユニットが受信する第2の指示情報にしたがって、第3の時間
周波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するように構成
され、第3の時間周波数リソースは、
　第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リ
ソース、
　第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい
時間周波数リソース、又は、
　第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
【０１４６】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を受信するのに使用される時間周波数リソース
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において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【０１４７】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではない
ということを示すのに使用され、及び/又は、
　第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロック
グループCBGを示すのに使用され、再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGの以前
の送信において、第2の時間周波数リソースは、占有されている。
【０１４８】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用される。
【０１４９】
　当該端末デバイスは、
　第1の送出ユニットをさらに含み、第1の送出ユニットは、第3の時間周波数リソースが
第1の時間周波数リソースに含まれているときに、ネットワークデバイスへの前記チャネ
ル状態情報の送出を省略するように構成されるか、
　第1の送出ユニットは、さらに、第3の時間周波数リソースが第1の時間周波数リソース
に含まれているときに、当該端末デバイスによって、ネットワークデバイスに前記チャネ
ル状態情報及び第3の指示情報を送るように構成され、第3の指示情報は、チャネル状態情
報が無効であるということを示し、
　第1の送出ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、ネットワークデ
バイスへのチャネル状態情報の送出を省略するように構成されるか、又は、
　第1の送出ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、ネットワークデ
バイスにチャネル状態情報及び第3の指示情報を送るように構成され、第3の指示情報は、
チャネル状態情報が無効であるということを示す。
【０１５０】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用される。
【０１５１】
　当該端末デバイスは、
　第2の送出ユニットをさらに含み、第2の送出ユニットは、第1の時間周波数リソースに
対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、ネットワークデバイスにチャネル状態情報を送るように構成され、チャネル
状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外
の部分を使用することによって取得され、又は、
　第2の時間送出ユニットは、さらに、ネットワークデバイスにチャネル状態情報を送る
ように構成され、チャネル状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3
の時間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される。
【０１５２】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソースに関連付けられ、第1の周波数領域リソ
ースは、システム帯域幅以下である。
【０１５３】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用さ
れる。
【０１５４】
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　当該端末デバイスは、
　第1の復調ユニットをさらに含み、第1の復調ユニットは、第3の時間周波数リソースが
、第1の時間周波数リソースに含まれているときに、第3の時間周波数リソースにおける信
号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、少なくとも1
つの情報ブロックの復調を省略する、ように構成されるか、
　第1の復調ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第2のしきい値に達しているか又は超えているときに、少なくとも1つの
情報ブロックの復調を省略するように構成されるか、及び/又は、
　第1の復調ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第2のしきい値に達していないか又は超えていないときに、少なくとも
、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソースの
部分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調するよ
うに構成される。
【０１５５】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、第1の復調参照信号のみを含むか、又は、
　参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参照信号は
、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、第2
の復調参照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加的な復
調参照信号である。
【０１５６】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、当該端末デバイスが少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用さ
れ、参照信号は、第1の復調参照信号及び第2の復調参照信号を含み、第1の復調参照信号
は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される基本復調参照信号であり、
第2の復調参照信号は、少なくとも1つの情報ブロックを復調するのに使用される追加的な
復調参照信号であり、第1の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第1の部分を占
有し、第2の復調参照信号は、第1の時間周波数リソースの第2の部分を占有する。
【０１５７】
　当該端末デバイスは、
　第2の復調ユニットをさらに含み、第2の復調ユニットは、第3の時間周波数リソースが
、第1の部分に含まれているときに、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用するこ
となく、少なくとも1つの情報ブロックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロッ
クの復調を省略する、ように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部
分との間の第1の交差部分セットの比率が、第3のしきい値に達しているか又は超えている
ときに、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略するように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第1の部分に対する第3の時間周波数リソースと第1の部
分との間の第1の交差部分セットの比率が、第3のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、少なくとも、第1の部分の中の第1の交差部分セット以外の時間周波数リソー
スの部分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部
分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に達しているか又は超えている
ときに、第2の復調参照信号を使用することなく、少なくとも1つの情報ブロックを復調す
るように構成されるか、
　第2の復調ユニットは、さらに、第2の部分に対する第3の時間周波数リソースと第2の部
分との間の第2の交差部分セットの比率が、第4のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、少なくとも、第2の部分の中の第2の交差部分セット以外の時間周波数リソー
スの部分における信号を使用することによって、少なくとも1つの情報ブロックを復調す
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るように構成されるか、及び/又は、
　第2の復調ユニットは、さらに、第3の時間周波数リソースが、第2の部分に含まれてい
るときに、第3の時間周波数リソースにおける信号を使用することなく、少なくとも1つの
情報ブロックを復調するか、又は、少なくとも1つの情報ブロックの復調を省略する、よ
うに構成される。
【０１５８】
　ある1つの選択的な実施形態において、受信ユニット810は、トランシーバー940であっ
てもよく、決定ユニット820は、プロセッサ920であってもよく、端末デバイスは、入力/
出力インターフェイス930及びメモリ910をさらに含んでもよく、詳細は、図9に示されて
いる。
【０１５９】
　図9は、この出願の他の実施形態にしたがった端末デバイスの概略的なブロック図であ
る。図9に示されている端末デバイス900は、メモリ910、プロセッサ920、入力/出力イン
ターフェイス930、及びトランシーバー940を含んでもよい。メモリ910、プロセッサ920、
入力/出力インターフェイス930、及びトランシーバー940は、内部的な接続経路によって
互いに接続される。メモリ910は、命令を格納するように構成される。プロセッサ920は、
メモリ920の中に格納されている命令を実装して、入力データ及び情報を受信し、そして
、動作結果等のデータを出力するように入力/出力インターフェイス930を制御するように
構成されるとともに、信号を送るようにトランシーバー940を制御するように構成される
。
【０１６０】
　プロセッサ920は、スケジューリング要求SRを送信するのに使用される専有送信リソー
スを決定するように構成される。
【０１６１】
　トランシーバー940は、決定ユニットが決定する専有送信リソースにおいて、ネットワ
ークデバイスにSRを送るように構成される。
【０１６２】
　この出願の複数の実施形態においては、プロセッサ920は、汎用目的の中央処理ユニッ
ト(Central　Processing　Unit,　CPU)、マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路(Ap
plication　Specific　Integrated　Circuit,　ASIC)、或いは、1つ又は複数の集積回路
を使用することによって、関連するプログラムを実装して、この出願のそれらの複数の実
施形態によって提供される複数の技術的解決方法を実装してもよいということを理解すべ
きである。
【０１６３】
　さらに、トランシーバー940は、また、通信インターフェイスと称されてもよく、その
通信インターフェイスは、これらには限定されないが、例えば、トランシーバー等の送信
及び受信装置を使用することによって、端末900と他のデバイス又は通信ネットワークと
の間の通信を実装するということを理解すべきである。
【０１６４】
　メモリ910は、読み出し専用メモリ及びランダムアクセスメモリを含み、そして、プロ
セッサ920に命令及びデータを提供してもよい。プロセッサ920の一部は、不揮発性ランダ
ムアクセスメモリをさらに含んでもよい。例えば、プロセッサ920は、さらに、デバイス
のタイプの情報を格納してもよい。
【０１６５】
　ある1つの実装プロセスにおいては、プロセッサ920の中のハードウェア集積論理回路を
使用することによって、又は、ソフトウェアの形態の複数の命令を使用することによって
、上記の複数の方法の中の複数のステップを実装することが可能である。この出願の複数
の実施形態に関して開示されている通信方法は、ハードウェアプロセッサによって直接的
に実行されてもよく、又は、プロセッサの中のハードウェア及びソフトウェアモジュール
の組み合わせを使用することによって実行されてもよい。ソフトウェアモジュールは、ラ
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ンダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ、プログラム可能な読み
取り専用メモリ、電気的に消去可能且つプログラム可能なメモリ、又は、レジスタ等のこ
の技術分野において成熟している記憶媒体の中に位置していてもよい。記憶媒体は、メモ
リ910の中に位置し、プロセッサ920は、メモリ910の中の情報を読み出し、そして、その
プロセッサのハードウェアと組み合わせて上記の複数の方法の複数のステップを遂行する
。反復を避けるために、本明細書においては、詳細は繰り返しては説明されない。
【０１６６】
　この出願の複数の実施形態におけるプロセッサは、中央処理ユニット(central　proces
sing　unit,　CPU)であってもよく、或いは、さらに、他の汎用目的のプロセッサ、ディ
ジタル信号プロセッサ(digital　signal　processor,　DSP)、特定用途向け集積回路(app
lication　specific　integrated　circuit,　ASIC)、フィールドプログラマブルゲート
アレイ(field　programmable　gate　array,　FPGA)、又は、他のプログラム可能な論理
デバイス、個別のゲート又はトランジスタ論理デバイス、又は、個別のハードウェア構成
要素等であってもよいということを理解すべきである。その汎用目的のプロセッサは、マ
イクロプロセッサであってもよく、或いは、プロセッサは、いずれか従来のプロセッサ等
であってもよい。
【０１６７】
　図10は、この出願のある1つの実施形態にしたがった通信ネットワークデバイスの概略
的な構成図である。図10に示されているネットワークデバイス1000は、送出ユニット1010
及び第1の受信ユニット1020を含む。
【０１６８】
　送出ユニットは、端末デバイスに第1の指示情報を送るように構成され、第1の指示情報
は、端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リソースを示し
、
　送出ユニットは、さらに、端末デバイスに第2の指示情報を送るように構成され、第2の
指示情報は、第2の時間周波数リソースを示し、第2の指示情報は、さらに、第3の時間周
波数リソースが第1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するのに使用され
、第3の時間周波数リソースは、
　第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リ
ソース、
　第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい
時間周波数リソース、又は、
　第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
【０１６９】
　この出願のこの実施形態においては、端末デバイスに第2の指示情報を送って、その端
末デバイスが、もともと参照信号を受信するのに使用されているが例外を有している時間
周波数リソースである可能性がある第3の時間周波数リソースが存在するか否かを決定す
ることを可能にし、それによって、その端末デバイスは、さらに、その第3の時間周波数
リソースにおいて受信する信号を使用するべきであるか否かを決定し、その結果、その端
末デバイスが、従来技術において参照信号を送信するのに使用される時間周波数リソース
において受信した信号を、参照信号として直接的に使用する状況が、チャネル推定又はチ
ャネル検出の精度を低下させ、或いは、データ復調の失敗を引き起こすのを回避する。
【０１７０】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　第2の指示情報は、さらに、第2の時間周波数リソースにおける信号が利用可能ではない
ということを示すのに使用され、又は、
　第2の指示情報は、さらに、再送信された符号ブロック又は再送信された符号ブロック
グループCBGを示すのに使用され、再送信された符号ブロック又は再送信されたCBGの以前
の送信において、第2の時間周波数リソースは、占有されている。
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【０１７１】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第1の受信ユニットをさらに含み、第1の受信ユニットは、第3の時間周波数リソースが
第1の時間周波数リソースに含まれているときに、端末デバイスが送るチャネル状態情報
及び第3の指示情報を受信するように構成され、第3の指示情報は、チャネル状態情報が無
効であるということを示すか、又は、
　第1の受信ユニットは、さらに、第1の時間周波数リソースに対する第3の時間周波数リ
ソースの比率が、第1のしきい値に達しているか又は超えているときに、ネットワークデ
バイスが送るチャネル状態情報及び第3の指示情報を受信するように構成され、第3の指示
情報は、チャネル状態情報が無効であるということを示す。
【０１７２】
　選択的に、ある1つの実施形態において、
　参照信号は、端末デバイスがチャネル状態情報を決定するのに使用され、
　当該ネットワークデバイスは、
　第2の受信ユニットをさらに含み、第2の受信ユニットは、第1の時間周波数リソースに
対する第3の時間周波数リソースの比率が、第1のしきい値に達していないか又は超えてい
ないときに、端末デバイスが送るチャネル状態情報を受信するように構成され、チャネル
状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時間周波数リソース以外
の部分を使用することによって取得されるか、又は、
　第2の受信ユニットは、さらに、端末デバイスが送るチャネル状態情報を受信するよう
に構成され、チャネル状態情報は、少なくとも、第1の時間周波数リソースの中の第3の時
間周波数リソース以外の部分を使用することによって取得される。
【０１７３】
　選択的に、ある1つの実施形態において、チャネル状態情報は、第1の周波数領域リソー
スに関連付けられ、第1の周波数領域リソースは、システム帯域幅以下である。
【０１７４】
　ある1つの選択的な実施形態において、送出ユニット1010及び第1の受信ユニット1020は
、トランシーバー1140であってもよく、ネットワークデバイスは、入力/出力インターフ
ェイス1130及びメモリ1110をさらに含んでもよく、詳細は、図11に示されている。
【０１７５】
　図11は、この出願の他の実施形態にしたがったネットワークデバイスの概略的なブロッ
ク図である。図11に示されているネットワークデバイス1100は、メモリ1110、プロセッサ
1120、入力/出力インターフェイス1130、及びトランシーバー1140を含んでもよい。メモ
リ1110、プロセッサ1120、入力/出力インターフェイス1130、及びトランシーバー1140は
、内部的な接続経路によって互いに接続される。メモリ1110は、命令を格納するように構
成される。プロセッサ1120は、メモリ1120の中に格納されている命令を実装して、入力デ
ータ及び情報を受信し、そして、動作結果等のデータを出力するように入力/出力インタ
ーフェイス1130を制御するように構成されるとともに、信号を送るようにトランシーバー
1140を制御するように構成される。
【０１７６】
　トランシーバー1140は、端末デバイスに第1の指示情報を送るように構成され、第1の指
示情報は、端末デバイスの参照信号を送信するのに使用される第1の時間周波数リソース
を示し、そして、
　さらに、端末デバイスに第2の指示情報を送るように構成され、第2の指示情報は、第2
の時間周波数リソースを示し、第2の指示情報は、さらに、第3の時間周波数リソースが第
1の時間周波数リソースに含まれているか否かを決定するのに使用され、第3の時間周波数
リソースは、
　第1の時間周波数リソース及び第2の時間周波数リソースの双方に含まれる時間周波数リ
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ソース、
　第2の時間周波数リソースに隣接する時間周波数リソース、
　第2の時間周波数リソースからの間隔が、あらかじめ設定された第1の間隔よりも小さい
時間周波数リソース、又は、
　第2の時間周波数リソースに関連付けられている時間周波数リソース、である。
【０１７７】
　この出願の複数の実施形態においては、プロセッサ1120は、汎用目的の中央処理ユニッ
ト(Central　Processing　Unit,　CPU)、マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路(Ap
plication　Specific　Integrated　Circuit,　ASIC)、或いは、1つ又は複数の集積回路
を使用することによって、関連するプログラムを実装して、この出願のそれらの複数の実
施形態によって提供される複数の技術的解決方法を実装してもよいということを理解すべ
きである。
【０１７８】
　さらに、トランシーバー1140は、また、通信インターフェイスと称されてもよく、その
通信インターフェイスは、これらには限定されないが、トランシーバー等の送信及び受信
装置を使用することによって、ネットワークデバイス1100と他のデバイス又は通信ネット
ワークとの間の通信を実装するということを理解すべきである。
【０１７９】
　メモリ1110は、読み出し専用メモリ及びランダムアクセスメモリを含み、そして、プロ
セッサ1120に命令及びデータを提供してもよい。プロセッサ1120の一部は、不揮発性ラン
ダムアクセスメモリをさらに含んでもよい。例えば、プロセッサ1120は、さらに、デバイ
スのタイプの情報を格納してもよい。
【０１８０】
　ある1つの実装プロセスにおいては、プロセッサ1120の中のハードウェア集積論理回路
を使用することによって、又は、ソフトウェアの形態の複数の命令を使用することによっ
て、上記の複数の方法の中の複数のステップを実装することが可能である。この出願の複
数の実施形態に関して開示されている通信方法は、ハードウェアプロセッサによって直接
的に実行されてもよく、又は、プロセッサの中のハードウェア及びソフトウェアモジュー
ルの組み合わせを使用することによって実行されてもよい。ソフトウェアモジュールは、
ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ、プログラム可能な読
み取り専用メモリ、電気的に消去可能且つプログラム可能なメモリ、又は、レジスタ等の
この技術分野において成熟している記憶媒体の中に位置していてもよい。記憶媒体は、メ
モリ1110の中に位置し、プロセッサ1120は、メモリ1110の中の情報を読み出し、そして、
そのプロセッサのハードウェアと組み合わせて上記の複数の方法の複数のステップを遂行
する。反復を避けるために、本明細書においては、詳細は繰り返しては説明されない。
【０１８１】
　この出願の複数の実施形態におけるプロセッサは、中央処理ユニット(central　proces
sing　unit,　CPU)であってもよく、或いは、さらに、他の汎用目的のプロセッサ、ディ
ジタル信号プロセッサ(digital　signal　processor,　DSP)、特定用途向け集積回路(app
lication　specific　integrated　circuit,　ASIC)、フィールドプログラマブルゲート
アレイ(field　programmable　gate　array,　FPGA)、又は、他のプログラム可能な論理
デバイス、個別のゲート又はトランジスタ論理デバイス、又は、個別のハードウェア構成
要素等であってもよいということを理解すべきである。その汎用目的のプロセッサは、マ
イクロプロセッサであってもよく、或いは、プロセッサは、いずれか従来のプロセッサ等
であってもよい。
【０１８２】
　この出願の複数の実施形態におけるプロセッサは、中央処理ユニット(central　proces
sing　unit,　CPU)であってもよく、或いは、さらに、他の汎用目的のプロセッサ、ディ
ジタル信号プロセッサ(digital　signal　processor,　DSP)、特定用途向け集積回路(app
lication　specific　integrated　circuit,　ASIC)、フィールドプログラマブルゲート
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アレイ(field　programmable　gate　array,　FPGA)、又は、他のプログラム可能な論理
デバイス、個別のゲート又はトランジスタ論理デバイス、又は、個別のハードウェア構成
要素等であってもよいということを理解すべきである。その汎用目的のプロセッサは、マ
イクロプロセッサであってもよく、或いは、プロセッサは、いずれか従来のプロセッサ等
であってもよい。
【０１８３】
　さらに、この出願の複数の実施形態におけるメモリは、揮発性メモリ又は不揮発性メモ
リであってもよく、或いは、揮発性メモリ及び不揮発性メモリを含んでいてもよいという
ことを理解すべきである。不揮発性メモリは、読み取り専用メモリ(read-only　memory,
　ROM)、プログラム可能な読み取り専用メモリ(programmable　ROM,　PROM)、消去可能且
つプログラム可能な読み取り専用メモリ(erasable　PROM,　EPROM)、電気的に消去可能且
つプログラム可能な読み取り専用メモリ(electrically　EPROM,　EEPROM)、又はフラッシ
ュメモリであってもよい。揮発性メモリは、ランダムアクセスメモリ(random　access　m
emory,　RAM)であってもよく、外部キャッシュとして使用される。限定的ではなく例示的
な説明によって、例えば、静的なランダムアクセスメモリ(static　RAM,　SRAM)、動的な
ランダムアクセスメモリ(DRAM)、同期的な且つ動的なランダムアクセスメモリ(synchrono
us　DRAM,　SDRAM)、ダブルデータレートの同期的な且つ動的なランダムアクセスメモリ(
double　data　rate　SDRAM,　DDR　SDRAM)、強化型の同期的な且つ動的なランダムアク
セスメモリ(enhanced　SDRAM,　ESDRAM)、同期リンクの動的なランダムアクセスメモリ(s
ynchlink　DRAM,　SLDRAM)、及び直接的なメモリバスランダムアクセスメモリ(direct　r
ambus　RAM,　DR　RAM)等の複数の形態のランダムアクセスメモリ(random　access　memo
ry,　RAM)を使用することが可能である。
【０１８４】
　ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、又はそれらのいずれか組み合わせによ
って、上記の複数の実施形態のすべて又は一部を実装することが可能である。ソフトウェ
アを使用して、それらの複数の実施形態を実装するときに、上記の複数の実施形態は、完
全に又は部分的に、コンピュータプログラム製品の形態で実装されてもよい。コンピュー
タプログラム製品は、1つ又は複数のコンピュータ命令を含む。コンピュータプログラム
命令が、コンピュータによってロードされ、そして、実行されるときに、この出願の複数
の実施形態にしたがったプロセス又は機能のすべて又は一部が生成される。コンピュータ
は、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、コンピュータネットワーク、又は他のプログ
ラム可能な装置であってもよい。コンピュータ命令は、コンピュータ読み取り可能な記憶
媒体の中に格納されていてもよく、又は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体から他の
コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に送信されてもよい。例えば、(例えば、赤外線、
無線、又はマイクロ波等の)有線方式によって、ウェブサイト、コンピュータ、サーバ、
又はデータセンターから他のウェブサイト、他のコンピュータ、サーバ、又はデータセン
ターに、コンピュータ命令を送信してもよい。コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、
コンピュータによってアクセス可能ないずれかの使用可能な媒体であってもよく、或いは
、1つ又は複数の使用可能な媒体を組み込んであるサーバ又はデータセンター等のデータ
記憶デバイスであってもよい。使用可能な媒体は、(例えば、フロッピーディスク、ハー
ドディスク、又は磁気テープ等の)磁気媒体、(例えば、DVD等の)光媒体、又は半導体媒体
であってもよい。半導体媒体は、ソリッドステートドライブであってもよい。
【０１８５】
　本明細書の中の"及び/又は"の語は、複数の関連する対象物を説明するための関連性関
係を説明しているにすぎず、3つの関係が存在していてもよいということを示すというこ
とを理解すべきである。例えば、A及び/又はBは、Aのみが存在する、A及びBの双方が存在
する、Bのみが存在する、の3つの場合を示してもよい。加えて、この明細書の中の記号"/
"は、通常は、複数の関連する対象物の間の"又は"の関係を示している。
【０１８６】
　この出願のさまざまな実施形態において、上記の複数のプロセスの順序番号は、実行順
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序を意味するものではないということを理解すべきである。それらの複数のプロセスの実
行順序は、それらの複数のプロセスの複数の機能及び内部論理にしたがって決定されるべ
きであり、この出願の複数の実施形態の実装プロセスに対するいかなる制限としても解釈
されるべきではない。
【０１８７】
　当業者は、本明細書の中で開示されている複数の実施形態の中で説明されている複数の
例と関連して、電子的なハードウェアによって、又は、コンピュータソフトウェア及び電
子的なハードウェアの組み合わせによって、ユニット及びアルゴリズムのステップを実装
することが可能であるということを認識することが可能である。それらの複数の機能が、
ハードウェアによって実行されるか又はソフトウェアによって実行されるかは、複数の技
術的解決方法の特定の用途及び設計上の制約条件によって決まる。当業者は、複数の異な
る方法を使用して、各々の特定の用途のために、説明されている複数の機能を実装しても
よく、そのような実装は、この出願の範囲を超えると解釈されるべきではない。
【０１８８】
　当業者は、説明の容易さ及び簡潔さのために、上記のシステム、装置、及びユニットの
詳細な動作プロセスについては、上記の方法の実施形態における対応するプロセスを参照
するべきであるということを明確に理解することが可能であり、本明細書においては、詳
細は繰り返しては説明されない。
【０１８９】
　この出願によって提供される複数の実施形態のうちのいくつかにおいて、他の方式によ
って、開示されているシステム、装置、及び方法を実装することが可能であるということ
を理解すべきである。例えば、説明されている装置の実施形態は、ある1つの例であるに
すぎない。例えば、ユニットの分割は、論理的な機能の分割であるにすぎず、実際の実装
においては他の分割方式であってもよい。例えば、複数のユニット又は複数の構成要素を
組み合わせ、又は、一体化して、他のシステムとしてもよく、或いは、いくつかの特徴を
無視してもよく、又は、実行しなくてもよい。加えて、いくつかのインターフェイスを使
用することによって、示され又は説明されている相互の結合、直接的な結合、又は通信接
続を実装することが可能である。電気的な形態、機械的な形態、又は他の形態で、複数の
装置又は複数のユニットの間の非直接的な結合又は通信接続を実装することが可能である
。
【０１９０】
　複数の個別の部分として説明されている複数のユニットは、物理的に分離されていても
よく、又は、物理的に分離されていなくてもよく、複数のユニットとして示されている複
数の部分は、複数の物理的なユニットであってもよく、又は、複数の物理的なユニットで
なくてもよく、1つの場所に位置していてもよく、又は、複数のネットワークユニットに
分散されていてもよい。実際の要件に応じて、複数のユニットのうちのいくつか又はすべ
てを選択して、複数の実施形態の複数の解決方法の複数の目的を達成してもよい。
【０１９１】
　加えて、この出願の複数の実施形態における複数の機能ユニットを一体化して、1つの
処理ユニットとしてもよく、又は、複数のユニットのうちの各々のユニットは、物理的に
単独で存在してもよく、又は、2つ又はそれ以上のユニットを一体化して、1つのユニット
としてもよい。
【０１９２】
　それらの複数の機能が、ソフトウェア機能ユニットの形態で実装され、且つ、独立した
製品として販売され又は使用されるときに、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体の中に
それらの複数の機能を格納することが可能である。そのような理解に基づいて、この出願
の複数の技術的解決方法を、本質的に、或いは、先行技術に寄与する部分又はそれらの複
数の技術的解決方法のいくつかを、ソフトウェア製品の形態で実装することが可能である
。コンピュータソフトウェア製品は、記憶媒体に格納され、そして、いくつかの命令を含
み、それらのいくつかの命令は、この出願の複数の実施形態によって説明されている方法
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の複数のステップのうちのすべて又はいくつかを実行するように、(パーソナルコンピュ
ータ、サーバ、又はネットワークデバイスであってもよい)コンピューティングデバイス
に指示する。上記の記憶媒体は、プログラムコードを格納することが可能であるUSBフラ
ッシュドライブ、取り外し可能なハードディスク、読み出し専用メモリ(ROM)、ランダム
アクセスメモリ(RAM)、磁気ディスク、又は、光ディスク等のいずれかの媒体を含む。
【０１９３】
　上記の説明は、この出願の具体的な実装であるにすぎず、この出願の保護の範囲を限定
することを意図してはいない。この出願によって開示されている技術的範囲の中で、当業
者が容易に理解することが可能であるいずれかの変更又は置換は、この出願の保護の範囲
に含まれるものとする。したがって、この出願の保護の範囲は、特許請求の範囲の保護の
範囲にしたがうものとする。
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